
調査の概要

第 1章  1998年度岡山大学構内遺跡調査報告

第 1節 調査の概要
当センケーにおいては大学構内における掘削を伴う工事に際し,事務局施設部企画課を通じ

て事務手続きを行ったうえで,発掘調査・試掘調査・立会調査にわけて調査を実施している。

これまでのところ,その調査の対象は津島地区と鹿田地区とが中心になっており,特に鹿田

地区は周知の遺跡 (鹿田遺跡)と して,掘削を伴う工事に際し,届 出を提出した上で対応を

行っている。また,津島地区においても,新たな遺跡の確認が進んでいることから,遺跡名称

を「津島岡大遺跡」と総称し,届出の有無にかかわらず,立会調査等を実施している。昨年度

は三朝地区で新規に遺跡を発見し,発掘調査を実施した。遺跡の名称は小字名をとって「福呂

遺跡」としている。今年度は,こ れらに加えて倉敷地区の資源生物研究所に弟いて試掘調査を

行っている。

1998年度は,発掘調査 8件 (津島地区 5件 。鹿田地区 3件),試掘調査 6件 (津島地区 4

件 1鹿田地区 6件・倉敷地区 1件),立会調査41件 (津島地区34件 ,鹿田地区 6件 ,東山地区 1

件)を実施した。そのうち発掘調査 。試掘調査については本章でその概要を述べ ,立会調査の

詳細については表 1に記す。

第 2節 発掘調査

1 津島地区

(1)津島岡大遺跡第18次調査 〈福利厚生施設 (南棟)新営に伴うポンプ槽取設工事に伴う調

査 津島南BBll区〉

a.調査にいたる経緯

福利厚生施設南棟の建設に伴い,ポ ンプ槽の埋設工事が実施されることになった。工事に伴

う掘削面積は16だ ,深さ2.4mと 小規模なものであった。本調査地点 (図 1)の東側に隣接する

第10次調査地点や付近での立会調査では,遺構密度が高く遺物も多数出土した。西側の第14次

調査地点では,良好な微高地が本調査地点に向かって広がってくることが予想できる状況で

あった。本調査地点は掘削範囲 。深度は大きくないが,こ うした周辺での調査成果から,良好

な包含層が存在する可能性があると判断し,発掘調査を実施することとした。

調査期間は,4月 6日 ～10日 ののべ 4日 間であり,調査員 1名 が調査にあたった。

b.調査の成果

① 層序と地形 (図 2)
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現地表は標高4.05～4.lmで

ある。 1層は1907～ 1908年にか

けて行われた旧陸軍屯営地建設

に伴う造成土である。

2層は明治期の耕作上であ

る。青灰色の粘質土層で,大き

さが 5 11ull前後の小礫を多 く合

む。

3～ 6層は近世段階の上層と

考えられる。 3層は淡灰色の砂

質土で,鉄分の沈着が顕著であ

る。この層は調査区の東半部分でのみ確認できた。 4層は淡黄褐色の砂質上である。 5層は淡

茶灰色の砂質上で,土層は 4層に似ているが鉄分を多く含む点で 4層 とは区別した。 5層は下

層の 6層を削平して堆積していることが,西壁の観察から分かった。 6層は淡黄灰色秒質土で

ある。上面で溝状の遺構を 1条検出した。どの層からも遺物はほとんど出土しておらず ,時期

決定は周辺の調査状況を参考にした。

7層は灰色の砂質上で,比較的固くしまりがよかった。調査区の東半部でのみ確認できた。

土層が形成された時期は,時期決定ができる遺物が少ないためはっきりしないが,中世の段階
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図 2 土層柱状図 (縮尺1/2ω
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図 1 第 18次調査地点位置図 (縮尺1/2,50ω
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発掘調査

と考えている。

8層は淡黄灰色砂質上で,鉄分の影響で責色に近い色調を呈している。上面では,古代の土

器片を少量含む溝状遺構を 1条検出した。土層の形成時期は,古代以前であろう。

9層は淡暗紫褐色の砂質上である。本層は調査区の北半部にのみ存在していた。南側を 8層

で検出した溝状遺構によって削平されており,本来はどこまで広がっていたか明確にできな

かった。土層断面では西壁でのみ確認しており,東壁では見られないことから,本調査区付近

で終息すると考えられる。第14次調査地点の11層に土質や堆積状況が酷似している。 9層がこ

の層と対応するならば,本層の時期は古墳時代中期頃になるであろう。

10層は灰褐色の粘質上である。西に向かうにしたがい粘質が強くなる。

11層は暗紫褐色砂質土層で,マ ンガンの沈着が顕著である。しまりがよくて固い。西,つま

り第14次調査地点のほうに向かうにしたがって,マ ンガンの沈着量が減少する。津島一帯に広

がる方生時代早期～前期に形成される「黒色土」に対応する層だと考えられる。

12,13層は灰褐色砂層で,基盤層である。縄文時代の包含層は確認できなかった。

本調査地点は,第 14次調査地点からのびる微高地から若千下がった場所に位置していると推

定される。それでも地形的には高所に位置していたらしく,「黒色土」は認められなかった。

② 遺構と遺物

遺構は古代の溝状遺構 1条と近世の溝状遺構 1条を検出している。古代の濤は, 8層 の上面

で検出した。構は北東から南西方向に向かって走っており,ほぼ地形に沿って掘られたようで

ある。この濤の最下層では,摩滅した土器の小片が少量出上している。近性では,濤状の遺構

を検出したが,調査区が狭いためこの遺構の大半は調査区外にある。

c.ま とめ

本調査地点は第10次調査地点と第14次調査地点のほぼ中間に位置しており,こ の付近での古

地形の状況が概ね粥らかになった。第14次調査地点の南東部からのびる微高地が,少なくとも

第10次調査地点あたりまでは広がっているようである。本調査地点では遺構や遺物は希薄で

あったが,井戸や多数の上坑が見つかった第10次調査地点,溝を検出した第14次調査地点の成

果をあわせれば弥生時代後期や古墳時代後期の集落のあり方が復元できよう。 (横 田美香)

(2)津島岡大遺跡第19次調査 くコラボレーションセンター新営工事に伴 う調査 津島北AZ

09。 10区〉

a.調査にいたる経緯

当調査地点は岡山大学津島北地区に所在する理学部棟の南東に位置し (図 3),調査前には

駐車場として利用されていた。今回,コ ラボレーションセンターが新営されることとな り,

-3-



1998年度岡山大学構内遺跡調査報告

1998年 5月 18,19日に試掘調査を行った

(詳細は第 1章第 3節参照)。

試掘調査の結果 ,建物建設予定地の中

央を河道ないしかなり幅広の濤が通るこ

とが予想される一方,調査区の南半と北

辺には黒色土の堆積がみられ,微高地状

を呈していることが予測された。

b.調査の経過

以上のような試掘調査の成果をうけて

1998年 7月 27日 ～1999年 2月 18日 の期間

で発掘調査を実施した。

造成上の掘削は1998年 7月 17日から開

始した。機械による造成上掘削は 5日 で
図 3 第 19次調査地点位置図 帥尺1/3,00ω

終了し,7月 27日 から本格的な発掘調査に入った。以後 ,調査員 3名で12月 まで明治 ,近世 ,

中世 ,古代 ,古墳 ,弥生時代層を,1999年 1月 からは縄文時代層の調査を調査員 2名 で行っ

プと。

なお,1999年 1月 30日 に一般の現地説明会,2月 1日 には理学部関係者を対象とした説明会

を開催した。いずれも多くの参加者を得ることができた。

c.調査の成果

① 層序 (図 4)

現地表面の標高は約4.8mであり,地表下約1.2～ 13mが近代以降の造成土 (1層)である。

2層は暗灰色～暗青灰色を呈する粘質上で,明治期の耕作土である。 3～ 5層は黄褐色～暗灰

褐色の砂質～弱粘質土で近世に比定される。近世以降はほぼ水平に堆積し,調査区全体で認め

られる。 5層 より下位については,調査区南東部が徴高地状に高まるため,調査区全体の堆積

は一様ではない。 6層は灰褐色粘質土である。 7層は灰褐色～暗青灰褐色粘質土である。 6,

7層は中世に比定される。 8層は灰褐色砂質上である。古代に比定されると考える。 9層は暗

灰褐色砂質土である。10層は黄灰褐色粘質土である。11層は暗褐色砂質土である。この暗褐色

砂質土は津島地区で「黒色土」と呼称している弥生時代前期に比定される鍵層である。12層は

明黄褐色砂質土である。縄文時代後期の基盤層と考えられる。13層以下は調査区南側で確認で

きた。13層は明茶褐色砂質土である。調査区南東の微高地上では12層が堆積しておらず ,上面

で縄文時代後期の遺構を確認した。さらに下位の14層は茶褐色砂礫層である。15層は暗茶褐色

砂質土である。14,15層では遺構・遺物は確認できなかった。
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図4 土層断面模式図 (縮尺1/3ω と断面の位置 鮪尺1/5ω

② 遺構・遺物

調査によって確認した遺構には,明治から近世の耕地 。道路・嵩 ,中性の濤群と水田,古代

の溝群 ,古墳時代から弥生時代後期の溝群・土坑 ,弥生時代前期の水田と貯蔵穴 ,河道と導水

施設状の遺構 ,縄文時代後期の炉跡や土坑などがある。

近世では正方位に合わせた南北方向に延びる道路を確認した。この道路は約 4mの幅員を有

する。両側には幅約1.5mの側溝が掘削されている。しかし,こ の道路は地籍図等に残された津

島周辺の土地の境界には合致しない。今後の調査でその理由を解粥していく必要があろう。

中世では幅約 1～ 3.5mの 6条の溝を検出した。これらの濤には杭を打ち込んだ痕跡や ,水

口などが確認されたものもあり,水利調節を行ったものと考えられる。

古代では幅の狭い濤を数条確認したが,そのうちの 1条には多数の小穴がほぼ等間隔に掘削

Ｎ

ｌ
川
＼
―
＋

Ｃ
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図 5 古墳時代検出遺構平面図 鮪尺1/30ω

される。杭などを打った痕跡とも考えられる。

古墳時代から弥生時代後期では東から西へ流れる濤が多数重複して掘削された状況を確認し

た (図 5)。 これらの濤からは鉄製の鍬先や須恵器などの土器 ,方生時代の大型の石鏃が出土し

ている。

弥生時代前期では水田,貯蔵穴 ,河道と河道に向かって南北に延びる導水施設状の遺構を確

認した。河道は幅約10～ 13mあ り,河道の底からは弥生時代前期の土器が出土している。この

河道はほぼ東西に流れているが,東側では少し北側に振れている。北東に位置する第 5次調査

地点では縄文時代後期の河道を確認している。この河道は秀生時代前期には低湿地化してお

り,今回調査した河道は新しい段階になって流路がつけ変わったものとも考えられよう。

河道の南岸では貯蔵穴 7基を確認した。いずれの貯蔵穴からも堅果類などは確認されなかっ

た。貯蔵穴の下には南から北に延び,河道に向かって掘 り込まれたと思われる導水施設状の遺
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図6 縄文時代後期検出遺構平面図 (縮尺1/30⑪

構がある。この遺構のはっきりとした性格は現在のところ不明であり,今後の調査で男らかに

していく必要がある。

縄文時代後期では数基の炉跡や多数の上坑 ,小穴群を確認した (図 6)。 遺物は縄文土器のほ

か,石錘 ,石皿 ,叩石 ,石鏃などが出土した。

d.ま とめ

今回の調査では津島地区におけるこれまでの調査成果を再確認することができただけでな

く,新たな認識も得られた。

まず ,近世の道路遺構について,津島地区で確実に道路遺構と考えられる初めてのものであ

る。また,南北方向の区画はこれまではっきりと認識できたものは少ない。濤による区画は東

西方向のものが主体であり,今回南北方向の区画を検出できたことは重要な成果といえる。た

だし,こ の道路は地籍図等の記録には認められない。この理由の解明は今後の調査に課題とし
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て残された。

また,河道は弥生時代前期には縄文時代の流路と大きく変わらない,あるいは堆積が進み低

湿地化すると考えられていたが,今回検出した河道は最下層に弥生時代前期の遺物を包含し,

縄文土器を全 く合んでいない。したがって,弥生時代前期に形成された河道である可能性が高

いといえよう。このことは弥生時代前期においても未だ安定的な流路が形成されていなかった

ことを示している。

縄文時代後期以前に形成された調査区南東の微高地については,礫層 (14層)以下では遺物

等を確認することができなかった。そのため,微高地の形成された年代についての手掛かりは

得られなかった。しかし,津島地区北東に位置する朝寝鼻貝塚の成果を参考にすると,今後津

島地区において縄文時代後期以前に形成された微高地を調査する場合には少なくとも縄文時代

前期までを視野に入れて調査する必要性が生じてきたといえる。

以上が本調査の現時点での成果と課題である。なお,本調査は現在整理途上にあり,本報告

の内容は暫定的なものであることを断っておきたい。 (野崎)

註 (1)富岡直人はか 1998『 岡山市津島東3丁 目 朝寝鼻貝塚発掘調査概報』加計学園埋蔵文化財調査
室発掘調査報告書 2

(3)津島岡大遺跡第20次調査 〈環境理工学部校舎 (I期)新営に伴うポンプ槽取設工事に伴

う調査 津島北AWo2・ 03区〉

a.調査にいたる経緯

調査地点は,大学院自然科学研究科棟の北側門前の地点に位置する (図 7)。 南側に位置する

大学院自然科学研究科棟の地点は,1988年に調査を行った津島岡大遺跡第 5次調査地点であ

る。今回はこの北側の部分に,環境理工学部新営建物の第 I期工事に伴うポンプ槽が取設され

ることになり,調査を行った。第 5

次調査地点では縄文期の河道が検出

されており,今回はこの河道に関係

する微高地 ,も しくは河道に接続す

る支流等の存在が推測された。

b.調査の経過

調査は,矢板を打ち込んだ後 ,内

側の 4m四方を掘 り下げた。調査は

‖習

中世 ,黒色土上面 ,黒色上下の 3面  璽≦璽雪
三墓
〒 0                  50m

讐

図 7の調査を行った。期間は1998年 10月
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① 4b層上面 (中世)

発掘調査

② 10層上面

③
　

◎

③ ll層上面

1造成上     10黒 褐色粘質土
2灰褐色砂質土  H 灰茶褐色砂質上
3青褐色砂質±  12灰 茶褐色砂質土
4淡青褐色砂質上  13黒 褐色粘質上
5淡青褐色砂質上  14黒 褐色粘質土
6灰褐色砂質±  15黒 褐色粘質土
7灰褐色砂質±   16黒 褐色砂質土
8灰褐色砂質±  17灰 緑色粘質上
9暗灰褐色砂質土

0                    1 rn

0    1m

―
図8 各層の検出遠構平面図と土層断面図 (平面図縮尺1/80,断面図締尺1/4⑪

19～28日 まで実施 し,調査員 1名がこれを担当した。

c.調査の概要

① 層序

調査区内の上層堆積状態について以下に概要を示す (図 8右下)。 基本土層の推積状況は ,

10層 とした黒色層 1ま では通常の地点と変わらない状況を示している。しかし,lo層 の黒色層

-9-



1998年度岡山大学構内遺跡調査報告

1以下は,12。 13層のおそらく縄文後期段階の層を挟んで,13層以下で黒色層 2が厚 く堆積し

ており河道の可能性が高い。

② 遺構と遺物

以下で,中世 (4b層)上面 ,黒色± 1(10層)上面 ,11層上面において検出した遺構につい

て述べる。

中世 (4b層)上面では,濤を 1基検出した。南北方向に走る細い小溝である (図 8-①)。

黒色± 1(10層)上面では,濤を 2基検出した。北西隅から南西隅に斜めに流れる中型薄と,

東西に走る小溝があり,前者が後者を切っている (図 8-② )。 11層上面では,小型のピットを

4基検出した (図 8-③ )。

d まとめ

今回,発掘調査を行った地点は,黒色± 1ま では通常の地点と同様な雅積状況を呈している

が,縄文後期の層以下で旧河道の存在を切らかにできた。おそらく,調査地点の南側の津島岡

大遺跡第 5次調査で検出された縄文後期の河道が形成される以前に,今回の地点にその本流の

方向が振っていた可能性を推測できる。津島岡大遺跡では,縄文後期以降に急激に遺跡数が増

加するが,今回の結果は,調査地点付近において縄文後期以前の河道が存在し,やや低地の広

がる地形であったことが判明した点に成果がある。 (小林)

(4)津島岡大遺跡第21次調査 〈工学部エレベーター新設工事に伴う調査 津島北AXo9区〉

a.調査にいたる経緯

工学部本館の南玄関脇

に,身体障害者用エ レ

ベーターの建設が計画さ

れた。周辺では第 H～

13・ 19次調査などを実施

している。これらの調査

では,近世から縄文時代

の包含層や遺構を確認し

ており,該地も同様の状

況をしめす ものと想定

し,発掘調査を行うこと

とした。調査面積は30.2

だである。

Ｎ
И洲
沐
―
＋
―

ユ 本調査地点     3第 H次調査地点
2第 12次調査地点   4第 13次調査地点

0                 1oom

図 9 第21次調査地点と周辺の状況 (縮尺1/3,500)
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発掘調査

b.調査の経過

1998年 11月 2日 ,4日 と造成上の除去を行い,■月 6日 から調査員 1名で調査を開始した。

当初 ,秀生時代早期から縄文時代の包含層は,それ程ないと考えていた。しかし,調査が進行

するにつれ ,縄文時代中期の遺構を確認するなど,予想以上に包含層が厚いことが分かった。

そのため,途中で調査期間を若干修正した。調査は1998年 11月 24日 にすべてを終了した。

c.調査の成果

① 層序 (図 10)

現在の地表の標高は,4.6m前後である。1層は,1907年から1908年にかけて行われた旧陸軍

屯営地建設に伴う造成土である。造成上の厚さは1.3mを測る。

2a,2b層 は小礫を含む青灰色から緑灰色の砂質土である。上面は削平をうけていたが ,

30m

20m

く西 壁 >

Za

牛
4

5

Y    7

12

―身
14a

14b瀬

青灰色砂質土 (1～ 3mmの小礫多)
緑灰色砂質土 (lmmの小礫)
黄緑灰色砂質土 (Fe,自 色微砂)
灰色砂質土 (Fe多 )
灰褐色砂質土 (Fet Mn多 )
淡灰褐色粘質上 (Fe)
淡灰褐色粘質上 (微砂)

<北 壁 >

8灰褐色粘質土     a縄 文時代後期遺構埋上
9暗灰色粘上    b～ f縄文時代中期遺構埋土
10責灰色砂質土
Ha～ Hc灰 色砂層    0         1m
12黒褐色粘質土
13黒褐色粘質土 (微砂少)
14a茶褐色砂質土 (Fe多 )
14b淡茶灰色砂質土

北壁・西壁断面図 (締尺 1/3ω
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他地点での調査から,近代の耕作土と考えられる。 3層は黄緑灰色の砂質土,4層は灰色砂質

土, 5層 は灰褐色砂質上で,いずれも近世の耕作上であろう。

6～ 8層は灰褐色系の粘質土で,中世に形成されたものと考えられる。ここまでは,地形は

北から南に向かって若千下がっていくものの,概ね水平に雅積している。

9層は灰色の粘質土である。遺物が出上していないため,時期の特定は難しいが,従来の調

査成果から古代と考えられよう。1l a～ 1l c層 は灰色砂層である。厚さ40clnに わたって堆積し

ており,洪水砂か古代の大溝の埋上の一部であろう。

12層は黒褐色の粘質土である。津島地区一帯で特徴的に認められる,いわゆる「黒色土」

で,弥生時代前期までに形成された土層である。

13層は12層 と類似しているが,縄文時代後期前半頃の土器を多く含んでおり,該期の層と考

えられる。14a,b層 は黄褐色の砂質上で,縄文時代後期の基盤層である。さらに,こ の下層

で縄文時代中期後半の上器が出土した遺構を確認した。

② 地形

縄文時代中期から弥生時代にかけて,地形は北が高く,南に向かって傾斜している。縄文中

期の遺構は,地形の高い北側に形成される。本調査地点は,ち ょうど微高地から低位部に移行

する部分 ,微高地の端部に位置していたと考えられる。

d.ま とめ

縄文時代中期後半の遺構としては,土坑を 1基検出した。土坑は大半が調査区外にあり,全

容を明らかにすることができなかった。調査区の壁で,土坑の底部に柱穴状の遺構を確認して

消り,住居址の可能性もある。底付近で,土器が多く出土した。縄文時代後期の遺構は,小規

模な土坑を 2基確認した。調査区の北壁でも,埋土内に炭や土器片を含む小規模な土坑を確認

できた。遺物では,縄文後期の石庖丁状石器が注目される (図 11)

弥生時代早期から前期に形成された遺構は,3条の溝である。平面的には 1条を確認したの

みであるが,断面で 3条認識することができた。これらの濤は,概ね南西から北東方向に形成

される。濤は,最終的に弥生時代中期後半頃に埋没したようであり,埋土最上層から該期の上

器が出上した。また,濤の

底からは秀生時代早期から

前期にかけての土器や石製

品が多量に出上している。

古代に属すると考えられ

る遺構は,方形の上坑 1基

と東西方向の焉1条がある。

†ぐ匡∈壷アン)
|

0             5cm

ー図11 縄文時代後期の石庖丁状石器 (縮尺1/31
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発掘調査

この調査では,津島岡大遺跡に縄文時代中期の遺構があることが初めて確認できた。徴高地

が北にのびると考えられるので,縄文中期の遺構の多くは,調査区北の工学部本館側に広がっ

ていると推定できる。今後 ,こ の周辺を発掘調査する際は,縄文時代中期の遺構があることに

留意しなければなるまい。 (横田)

(5)津島岡大遺跡第22次調査 〈環境理工学部校舎 (Ⅱ 期)新営工事に伴う調査 津島北AV・

AW02-03区 〉

a.調査にいたる経緯

1998年度に,環境理工学部校舎 Ⅱ期工事の計画が具体化した。建築予定地は1997年度に発掘

調査を実施した I期工事の北側に隣接した地点である (図 12)。 計画の具体化を受け ,ま ず

1998年 6月 に試掘調査を実施した (詳細は第 1章第 2節参照)。 試掘調査及び周辺の調査結果

では,調査区の西側から北東部にかけて,縄文後期の河道がかかる可能性が高く,南側は微高

地上にあたることが予測された。そのほか試掘調査では検出されなかったが,調査予定地内を

東西方向の古代濤が存在することも想定された。

発掘調査面積は773.5ゴで,通常調査員 2名 が対応する規模であった。しかし,同時に調査面

積の広大な鹿田遺跡第 9次調査 ,同 10次調査が進行中であり, 3-4月 は調査員 1名 ,5月 か

らは調査員 4名が担当するという異例の対応をとることとなった。

b.調査の経過

1999年 2月 19日 より,造成上の除去を開始した。 9次調査・17次調査と,隣接地点で状況が

判明していることと,調査期間の短縮も考慮して,造成土及び明治層を重機で掘削することと

した。重機による作業は入試による中止日を

はさんで, 2月 26日 に終了した。

発掘調査の開始は 3月 1日 からである。近

性層である 3層上面の精査から始め,3月 24

日までに 3層上面検出遺構を完掘した。さら

に 4層を除去し, 3月 31日 までに 5層上面遺

構の調査を終了し,1998年度の発掘調査を終

了した。

c.調査の成果

① 層序

現地表は,標高5。 lm前後である。 1層 は

1907～ 1908年にかけて旧陸軍により行われた

1本調査地点 2環境理工学部棟 I期工事
3生物応用工学科 4生体機能応用工学科棟
5サテライト・ベンチャービジネス・ラボラトリーズ

図 12 第22次調査地点位置図 鮪尺1/5,00ω
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0            1o m

図13 近世面検出遺構平面図 (縮尺〕/40⑪

屯営地定設の際の造成上である。

2層は近代の耕作土と考えられる土層で,淡青灰色砂質上である。 2層の下面までを重機に

より除去したため, 2層上面の遺構は断面でのみ確認した。 2層上面では東西方向の畝痕及び

東西方向の濤が認められた。

3～ 5層は出土遺物から近世の耕作土と考えられる。 3層は淡黄緑灰色砂質土,4層は暗灰

褐色砂質土,5層は淡黄褐色砂質土層である。いずれもほぼ水平に堆積しており,鉄分の沈着

が数力所で認められる。

6・ 7層は出土遺物から中世に帰属すると考えられる。 6層以下については,1999年度の調

査対象となるため,詳細な内容 ,図面については次号に掲載する。

d.1998年度調査のまとめ (図 13)

1998年度は,近世面で検出した耕作関連遺構の検出が主要な調査成果である。検出した遺構

は濤 2条・土坑 7基・耕作痕である。

3層では濤 1条 (溝 1),土坑 7基を検出した。嵩 1は幅約 lm,深 さ0.2mで ,ほぼ東西に

走行する。土坑はいずれも径1.8～ 2.Om,深さ0,9m前後で,ほば円形をなす。調査区の南東部

で南北方向,西側の一部で東西方向の細 く浅い構群を検出している。耕作痕と考えられる。

5層上面では上述の溝 1のやや北側で,濤 2を検出した。幅1.0～ 1.5mで深さ0.2mである。

溝 1,2の位置には,断面のみの確認であったが,近代濤も作られており,こ の部分は中世

以降ずっと用水路として使用されてきたことが窺える。

4月 以降は,中世面の調査に続いて,大きな溝や水田畦畔等 ,古代の遺構の調査に入った。

さらに古墳時代～弥生時代の調査を終え,最終的に縄文時代後期の遺構面の調査を行って, 7

1坑
36局
の土坑5 南

脚
端
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発掘調査

月12日 にすべての作業を終了した。 4～ 7月 の詳細については次回の年報で報告する。 (岩崎)

2 鹿田地区

今年度 ,鹿田地区では 3件の発掘調査を行った。昨年度から継続調査の鹿田遺跡第 7次調査

を終了後鹿田遺跡第 8次調査が続いた。11月からは大規模な鹿田遺跡第 9次調査が始まり,次

年度にまで継続している。各調査区の位置は,図 14の通 りである。これらの地点は,鹿田地区

のほぼ南側に近接して位置しており,それぞれの調査区の関係性が今後の検討により明らかに

なるだろう。各調査区ともほぼ近世から弥生時代までの遺構・遺物を検出しており,特に中世

濤等のような遺構について,調査地点間の関係が今後注目される。

図14 1998年度鹿田地区発掘調査地点位置図

聾＼
第 8次調査地点
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(1)鹿田遺跡第 7次調査 〈瓜学部校舎新営工事に伴 う発掘調査 鹿田BR55～ BX61・ BY

56～ 57区〉

a.調査にいたる経緯

1998年度刊行の年報15に掲載済みのためここでは省略したい。

b.調査の経過

1998年 2月 16日 から,調査員 2名 で調査期間約 5ヶ 月間の予定で開始した発掘調査は,1997

年度中に近世～近代の調査を終え,1998年度には中世層以下の調査を行った。

1998年度は 4月 8日から調査を開始した。近世の掘 り残し遺構を記録した後 ,中世遺構面と

判断した二面の遺構面をそれぞれ調査した後 ,古墳時代前期の遺構面へと掘 り下げを進めた。

同遺構面の調査がほぼ終了した段階で, 7月 25日 には現地説明会を実施した。 8月 3日 に調査

を一応終了し,その後 ,調査中に残した旧建物の基礎下を調査するため,機械を導入して基礎

の撤去を行った。基礎下に遺存していた住居址あるいは溝の一部を追加調査し, 8月 6日 にす

べてを終了した。

c.調査の成果

① 層序 (図 15)

現在の地表から深さ約 lmま での 1層は区学校敷地造成 (大正 6年)以前の盛 り上である。

その直下に堆積した調査区全域を厚く覆う2層は,淡灰色粘土や暗灰色粘土 ,そ して灰色砂な

どがブロック状あるいはラミナ状に堆積する層で,大規模な洪水

に関連した土層の可能性が強い。 3層は淡灰色の水田層で,近世  ~

末～近代の堆積であろう。 4層は緑灰色の締まった土層で,中世

(鎌倉～室町時代)の包含層である。同層は二層に細分され,a

層は淡緑灰色砂質土,b層は暗緑灰色土を呈する。いずれも炭化

物や遺物を多く含む。 5層は褐色を強めた砂質上で古墳時代前期

前半の時期にあたる。 6層は黄褐色上で基盤層をなす。

② 概要 (図 16・ 17)

検出した遺構の時期は,古墳時代前期前半と中世の二時期に大

2m

l ni

Om

0       50cm

ーl造成上
2暗灰色粘質土
3灰色粘質土
4a灰褐色粘質土
4b晴灰褐色粘質上
5灰色粘質上 (Fe多 )
6a灰橙色土 (Fe多 )
6b灰橙色粘質土 (Fe多 )

図15 土層柱状図 (縮尺1/4ω

別される。

中性の遺構は,濤約10条 ,200基以上の柱穴 ,井戸 2基 ,大形土

坑 1基があげられる (図 16)。 所属時期は13世紀代と14世紀代と

に三分される。両時期とも,建物や井戸の分布状況は濤を境に明

瞭な差を見せており,規模の大小差はあるにしても,調査区内を

L字形に走る溝とそれに囲まれる位置に建物群と井戸が配され

1

3
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発掘調査

る。西側に隣接する 6次調査地点

(1988年発掘調査実施)の結果も考

えあわせると,建物や井戸という生

活域を濤で囲った屋敷地の存在が想

定される。

L字形に走る溝は新段階には幅 5

m,深さ15m以上という大規模な

ものに拡大し,近現代まで踏襲され

ている点から,主要な喬であること

はいうまでもないが,その機能に関

するより具体的な解明が遺跡の理解

を深める上で重要といえよう。

遺物の中で特筆されるのは猿の形

を刻んだ木製品である。14世紀代と

考えられる濤から出土した。烏帽子

をかがった装束は猿回しの猿をかた

どったもので,全国的にも出土例は

聞かれず,芸能史研究の面からも注

目される。

m   l    l    l

図16 中世面検出遺構平面図

古墳時代前期前半に属する遺構としては竪穴住居 4棟 と掘立柱建物 3棟 ,井戸 1基 ,溝数

条,柱穴・土坑約70基が挙げられる (図 17)。 竪穴住居は重複や撹乱による破壊で全容がわかる

ものは 2棟である。円形の平面形を呈し4カ所に柱穴をもつ 1棟と,方形の平面形に 2本の柱

穴を有するものである。建物は 2× 1間の規模で,そのうち 2棟は棟をそろえて並ぶと考えら

れる。柱本の掘 り方はいずれも規模が大きく,布掘 り状を示すものもある。

d まとめ

今回の調査から,鹿田遺跡南西部における状況がかな り判明してきた。従来 ,鹿田遺跡で

は,中世段階において遺物が多い割には遺構の状況が不明瞭であった。そうしたなかで,本調

査では 6次調査成果とあわせて,中世集落の一つのまとまりを明らかにできる良好なデータを

得ることができた。また,古墳時代前期においても, 1次・ 5次調査地点あるいは 2次調査地

点という,かなり限定された範囲で確認されるに過ぎなかった集落の広がりが,本地点にまで

及んでいたという新たな事実は,弥生時代～古墳時代前期に展開する鹿田集落の実態解明に

とって貴重な資料と評価される。
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なお,当遺跡は現在整理中であ

り,各資料の時期決定など詳細に関

しては今後の評価にゆだねたい。

(山本)一

(2)鹿田遺跡第 8次調査 く医学部 ―

附属病院RI治療室新営工事に

伴う調査 鹿田BP～BS30～32~

区〉

a 調査にいたる経緯      ~

RI治療室の新営が,中央診療棟

の西側に計画され,埋蔵文化財の調

査対象となる可能性が提示された。

これをうけて検討した結果 ,過去に

中央診療棟南側で行った立会調査の

データから,本調査地点にも中世の

良好な包含層が存在することが推定           m  l    l    l

できた。そこで,調査員が常時 1名 図17 古墳時代前期面検出遺構平面図

の体制で,調査期間約1.5ヶ 月の予定で発掘調査を行うこととした。調査面積は156∬である。

b 調査の経過

1998年 7月 27日 から造成上の除去を開始した。調査地点は,かつて重機によって建造物が撤

去されており,造成土を除去したところ調査区の半分近くが基盤層まで破壊されているという

状況であった。そのため,調査期間は,当初予定の1.5ヶ 月から約 lヶ 月に短縮した。

調査は,近世および中世の遺構面と古墳時代の遺構面を中心に行った。発掘調査は1998年 9

月 1日 にすべてを終了した。

c.調査の成果

① 層序 (図 18)

1層は,1917年 (大正 6年)医学校敷地造成以前の盛り上である。 2層は灰褐色から黄灰色

砂質土であり,調査区内で部分的に認められた。残存状況から旧建物を撤去する際に削平され

たと推測できる。 3層は暗褐色砂質土で,近世から近代にかけて堆積した層であろう。 4層は

灰褐色砂質土で,炭化物を少量含む。中世段階の包含層と考えられる。 5層は暗灰褐色粘質土

層で,中性の包含層である。 6層は暗灰色粘質土で,古墳時代前期の包含層である。 7層は褐

159
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1

7

２

一
３

1造成上
2灰褐色～黄灰色砂質土
3暗褐色砂質上
4灰褐色砂質上
5暗灰褐色粘質上
6暗灰色粘質土
7褐灰色粘質上

図18 土層柱状図

|

(縮尺 lμ O)

|

5m

図19 中世面検出遠構平面図 (A区 )

灰色粘質上で,基盤層である。

d。 まとめ (図 19)

古墳時代前期の遺構としては,濤 1条 (SD 7)を検出した。この濤の最下層では,土師器の

甕や鉢の破片が多数出上した。古墳時代後期の遺構には,濤 1条 (SD 6)乃ミある。

中世の遺構には,5条の濤 (SD l～ 5)と 柱穴 3基がある。SD lでは溝が埋没する最終段階

の埋上では,炭化物とともに土製品や多量の上器が出土した。出土遺物からみると,遺構の時

期は中世の前半期であろう。

本調査地点では,中世から古墳時代にかけて,井戸や柱穴または住居址といった生活に関わ

る遺構は見つからなかった。したがって,当該地点は,集落の縁辺部にあたると想定できる。

(3)鹿田遺跡第 9次調査 く医学部附属病院病棟新営工事に伴 う調査 鹿田CE39・ 33,CG

28,CK21,CL26・ 37区〉

a 調査にいたる経緯

老朽化の進む医学部附属病院東西病棟の改築と病棟の新営が,現在の東西病棟の南側駐車場
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周辺に計画されたのを受けて試掘調査を実施した結果 ,埋蔵文化財の調査汁象範囲となり発掘

調査をすることになった。調査区は,現在使用中の共同濤により区切られており,調査ではこ

の共同濤を境に西側をA区 ,東側をB区とした (図 14)。 試掘調査の結果から,近世 。中世 2

面,古代の各面の存在が想定され,古墳時代から弥生時代については希薄であると予想した。

b.調査の経緯

調査の結果 ,近世から古代の溝と柱穴群,さ らに下層において古墳時代から弥生時代の水田

畦畔等を検出した。調査は1998年 11月 27日 から1999年 5月 11日 まで行い,調査員 4名がこれに

あたった。なお,本年報では1999年 3月 31日 までの概要について記す。

c.調査の概要                              ・

今年度の調査は,ほぼ完全に終了したのは中世層までであるため,古代～弥生時代について

は来年度に報告する。以下では,調査時における層位区分に従い,5層 までについて触れる。

まず , 2～ 3層 としたほぼ室町時代以降 (15～ 16世紀以降)に相当する層について述べる。

この層では,ますA区の西側で,南北方向の大濤を検出した (図 20)。 室町時代から近代に至る

まで,数度の掘 り返しにより,ほぼ同一箇所において継続的に使用されていた可能性が高い。

その他 ,東西方向の小濤と水口,井戸を数基検出した。

次は 4層であり,ほば鎌倉時代 (13～ 14世紀)に相当する層である (図 22)。 A区では,大小

の溝が南側に位置し,北側には建物の柱穴群が集中する。その他 ,井戸 ,木棺墓等を検出し

た。遺物は,木棺墓から出土した青磁・白磁他 ,井戸の壁に打ち込まれた墨書のある杭が 1

点,その他土器多数が出土している。このうち,木棺墓では木棺の組み合わせ方法や,釘の位

置,さ らに人骨の埋葬姿勢など,細かい状況について記録を残している。また,井戸の壁に打

ち込まれていた木簡については,何らかの供養に使用した可能性を示す文言が確認されてお

り,中世の在地信仰を検討する上で重要である。

次の 5層は,ほぼ平安時代末 (11～ 12世紀)頃に相当する層である (図 22)。 この層では,A

区の南西側で,大規模に掘削された入 り江状の遺構を検出した (図 22の トーン部分)。 この入り

江状遺構は,継続的に中世前半 (13世紀)ま では使用された可能性が高い。この他入 り江状遺

構には南側において大溝が接続する。入 り江状遺構から出土した遺物には,呪符木簡などがあ

る。この木簡は,墨書が薄く,文字の判読が難しいが,今のところ木簡の上部に呪符に関わる

記号が確認されている。

d.ま とめ

今回の鹿田遺跡第 9次調査によって,入 り江状の遺構や大規模な水路などから,古代から中

世にいたる土地利用変遷の全体像の復元がかなり明らかになりつつある。

遺物においても,中世墓の豪華な副葬品をはじめ,呪符木簡など文字資料の発見は,土器な
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127       126
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2・ 3層検 出遺構平面図 (A区 )
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図21 2・ 3層検出遠構平面図 (B区 )
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図23 4・ 5層検出遺構平面図 (B区 )
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どからだけではわからない歴史の復元に重要な役割をもつ。今後 ,各時代の成果を多角的に進

め ,特に全国的にみても著名な荘園であった 「鹿田庄」の全体像の復元をめざして,引 き続き

綿密な調査を行っていきたい。

付記 木簡類の調査において,本学日本史研究室の,狩野久・久野修義 。今津勝紀の各氏にご協力及び

ご教示をいただいた。

第 3節 試掘調査

本年度は,津島地区において 3件 ,鹿田地区において 2件 ,倉敷地区において 1件の試掘調

査を実施した。また,津島地区では,津島北地区の北西側の馬場周辺において,本学でははじ

めて遺跡保存区の設置に関わる調査を行った。以下に概要を記す。

1 津島地区

(1)コ ラボレーションセンター新営に伴う試掘調査

a.調査に至る経緯

1998年 5月 ,津島北地区に所在する理学部棟の南東の駐車場にコラボレーションセンターを

建設する可能性が生じた。建設予定地の周辺でこれまで実施された発掘 。試掘調査は,予定地

の北東の第 5次調査 ,北側のエレベーター設置に伴う試掘調査の 2件である。これらの調査成

果を参考にすると,第 5次調査地点で確認した縄文時代の河道が予定地を通る可能性があり,

その場合は縄文時代後期の遺構が当調査地点まで連続していると予想された。しかし,こ の地

区は上記 2件のほかは基盤層まで達する掘削が行われた調査はなく,不確定な要素が多く残る

ため試掘調査を行うこととした。

b.調査の経過

AY

掘坑を設けて行った (図 24)。 試掘坑は南
」 (〔コ

東をTPl(調査規模2.5× 2.5m),北西を  理学部棟
TP2(4× 4m)と 呼称している。調査は

1998年 5月 18,19日に実施し,調査員 1名

がこれを担当した。

c.調査の成果 (図25)

① TPl

TPlは建設予定地の南東に設定 した。

現地表面の標高は約4.8mであり,地表下
図24 コラボレーションセンター試堀調査地点

(縮尺1/3,000)
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TP2西壁 TP]TPl

40m

30m

20m

0          1m

TP2
1造成上
2暗灰褐色精質土(明治耕作地)
3明灰色粘質土
4明灰褐色粘土
5灰褐色暗灰褐色粘質土 (Mn著 しい)
6灰黄色粘土

TPl(遺構 )
a灰色粘質土 〈Mn合む)
b明灰色粘質土 (Fe著 しい)
c暗灰色粘質土 (Me著 しい)
d明灰褐色粘質土
e暗褐色粘質土
f明灰自色粘質土
g暗褐色粘質土
h暗褐色粘質土～黄褐色粘上
(土器片合む)

TPl
l 造成上
2 青灰色粘質土(明治耕作地)
3 黄褐色砂質土 (Fe著 )
4 黄灰褐色砂質土 (Fe上面に著しい)
5 灰褐色粘質土 (Mn合 む)
6 灰黄色粘質土 (Fe含む)
7 灰黄褐色粘質土 (F0
8 暗灰褐色砂質土 (Fe)
9 灰褐色砂質土 (Mn)
10 灰褐色粘質土 (Mn)
H 暗灰褐色砂質土 (Mn沈着著しセう
12 黒褐色砂質土 (Mn)
13 暗褐色砂質土
14 黄褐色砂質土 (部分的に弱粘質)

7灰禍色砂質土 (遺構埋上の可能性あり) TP2(遺 構)

|||:禽:g言甘:鳥魯
g:;寄
隆絶独ち) ilぞ
ョ書を」R碍遣進上)

図25 土層断面模式図

約1.2～ 1.3mが近代以降の造成上である。 2層は暗青灰色を呈する明治期の耕作土, 3～ 5層

の明黄褐色の砂質土は近世に比定される。 6層は灰褐色粘質土である。さらに黄褐色粘質土

(7層)カミ堆積するが,こ の 7層では灰褐色粘質土の中に灰白色粗砂が厚く堆積した濤を検出

している。 6,7層 は中世に比定される。その下には暗灰褐色砂質土 (8層 )カミ堆積する。 8

層は古代に比定されると考えるが,遺物等の出土がなく特定はできない。さらに下位には灰褐

色～暗灰褐色土 (9～ 11層)が堆積するが,こ の層では多くの遺構を確認できた。それらの埋

土はいずれも砂質を帯びており,溝と考えられる。 9～ 11層は秀生～古墳時代の層と考えられ

1 1

．一一　
　
９
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る。 9～ 11層の下位には暗褐色砂質土 (12,13層 )カミ堆積している。この暗褐色砂質土は津島

地区で黒色土と呼称している弥生時代前期に比定される鍵層である。TPlで は,こ の黒色土

を掘 り込む遺構を確認しており,その埋上の状況から弥生時代あるいは古墳時代の遺構が存在

すると考えられる。さらに黒色上の下位には男黄褐色砂質土 (14層 )カミ堆積しているが,これ

は縄文時代後期の基盤層に比定される。この基盤層にも黒色上の落ち込みが認められ,弥生時

代前期以前の遺構が存在することが明らかとなった。

② TP2

TP2は建設予定地の北西に設定した。現地表面の標高は約4.8mであり,地表下約1.3～ 1.4

mが近代以降の造成上である。 2層は明治期の耕作土,3層は近世の耕作土に比定される。 4

層は中世層に比定される。 5層は灰褐色砂質土,6層は灰黄色粘土であり,秀生時代中期以

降,古代までの層と考えられるが,遺物等は確認できず ,特定できない。

7～ 9層は溝ないしは河道と考えられる遺構 bに切られている。北壁では12層が 7層上面と

同レベルで確認されており,埋上の可能性も考えられるが,狭い範囲での観察であり,断定は

できない。

12層は津島地区で黒色土と呼称している方生前期に比定される鍵層 ,14層 は明黄褐色を呈す

る縄文時代後期に比定される基盤層である。

濤ないし河道と考えられる遺構 bは砂礫層までの深度が遺構上面から約1.4mあ り,そ の幅

は試掘抗の幅に収まらず,4m以 上の大規模なものであることが判明した。

d.ま とめ

以上の調査結果から,建設予定地の中央を河道ないしかなり幅広の濤が通ることが予想され

る一方 ,調査区の南半と北辺は黒色上の堆積がみられ,徴高地状を呈することが予測される。

遺構は古代以降が比較的少ないが,古墳時代以前にはTPlで多くの落ち込みを確認 してお

り,予定地南半では遺構密度が高いものと考えられる。

河道ないし溝と考えられる幅広の落ち込みからの遺物等の出土はないが,その位置と方向か

らは第 5次調査で確認した縄文時代後期の河道に連接する可能性も十分に考えられる。その場

合,貯蔵穴等が河道に沿って検出される可能性もある。ただし,今回試掘を行った新営予定地

北側におけるエレベーター設置に伴う試掘調査の結果を考慮すると,河道の本流は予定地の北

側であった可能性も残る。いずれにせよ発掘調査によって確認する必要がある。  (野 崎)

(2)環境理工学部校舎 (I期)新営に伴う試掘調査

a.調査の経緯

調査地点は現在 ,建設中の環境理工学部新営建物の北側に接する地点に位置する (図 26)。 南
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側の建設中の場所は,1996年度に調査を行っ

た津島岡大遺跡第17次調査地点であり,今回

はこの北側に予定されている環境理工学部新

営建物の第Ⅱ期工事にかかる範囲内の試掘調

査である。本地点の西側では,かつて第 9次

と6次調査が行われ古代の大濤と縄文期の河

道が検出されている。先に行った南側の第17

次調査地点ではこの古代の大濤と縄文期の河

道は検出されておらず ,さ らに北側に続くこ

とが推測された。しかし,縄文期の河道につ

いては流れの方向がかならずしも推測通りに

1第 6次調査地点   3第 15次調査地点
2第 9次調査地点   4第 17次調査地点

図26 調査地点位置図 (縮八1/5,000)

いくとは限らないという懸念があり,掘削深度等の情報を得るべく,今回の試掘調査の実施に

至った。

b 調査の経過

調査は,現在の馬場南の東西に 2カ 所 4m四方の試掘坑を設けておこなった。東側を試掘坑

1(TP01),西 側を試掘坑 2(TP02)と 呼称する。調査は

1998年 6月 23・ 24の両日に実施し,調査員 1名 がこれを担

当した。

c,調査の成果

2箇所の試掘坑の上層堆積状態について以下に概要を示

す (図 27)。 両地点ともに基本層序は変わらないので,合わ

せて説明する。基本土層の堆積状況は,第 17次調査に近い

様相を示している。しかし,黒色上である第11層から第12

層について第17次調査と比較してみると,層の下端レベル

においてTPlでマイナス30～40cm,TP2で マイナス lm

と黒色層以下の地形が急激に下降していることが判明し

た。また,TP2では黒色上の厚さが60cmと かなり厚く,北

側に向かって地形が下がるとともに堆積厚が増加している

ことが理解できる。この結果は,北側に河道が存在してい

ることを示しており,西側に隣接する第 9次調査で検出さ

れた河道に続くと推測される。また,TPlで はやや地形

が下がるものの,まだ河道への落ち際に近い地点の可能性

‐０
‐２
　
勧
一

11 暗灰黒色粘質と (弥■時代前期 )
12黒褐色砂質上 (縄文後期 )
13東褐色v/質 上 (艇文後期 )

14黄褐色Irj質 上 (4隠文後期 )

15明黄獨色砂質上

17明 黄偶色砂質上

土層断面図 (縮尺1/5ω
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が高く,TP2では地形がかなり下がっており半ば河道にかかっている可能性がある。

d まとめ

今回,試掘調査を行った地点は,西側試掘坑 (TP2)に消いて河道の一部がかかり,東側試

掘坑 (TPl)に為いてはさらに北側に河道の流れを推測できる。したがって,調査地点の西側

の津島岡大遺跡第 9次調査で検出された縄文後期の河道は,第 17次調査地点の北側に位置する

今回の試掘調査地点の西側試掘坑付近をかすめて北東方向に流れていることが推測できた。縄

文後期に相当する黒色層は厚く良好に残存しており,該期の遺構・遺物を包含していることが

考えられる。

(3)工学部システムエ学科校舎新営に伴う試掘調査

(小林 )

a 調査の経緯

調査地点は,工学部生体機能応用工学科棟の

南側に接し,テ ニスコートの南西隅に位置する

(図 28)。 北側は,1991年度に調査を行った津島

岡大遺跡第 9次調査地点にあたり,さ らに東側
)

は津島岡大遺跡第17次調査地点にあたる。環境

理工学部新営建物の第 1期工事に伴う共同溝の

に延びている。北側の第 9次調査と6次調査で
毛0             50m

は,古代の大濤と縄文期の河道が検出されて消 ~~

り,ま た東側の第17次調査地点ではこの古代の (縮尺1/2,500)

大濤と縄文期の河道は検出されておらず ,緩やかに傾斜が下がった,たわみ状の地形が推測さ

れている。システムエ学科棟の予定地は,こ のうち河道の脇の微高地なのか,ま た,たわみ状

の地形なのかの判断が難しく,こ れまでの推測通 りにいくとは限らないという懸念があり,掘

削深度等の情報を得るべく今回の試掘調査の実施に至った。

b.調査の経過

調査は,下場で 2m四方となるように試掘坑を 1カ所設けた。調査は1998年 11月 5日 に実施

し,調査員 1名がこれを担当した。

c.調査の成果

基本土層の堆積状況は,黒色土のレベルなどからみて第17次調査の微高地部分に近い様相を

示している (図 29)。 また,11層下面の縄文後期遺構面では,ピ ットが 3基断面で見られるの

で,縄文時代後期段階での微高地上集落の存在の可能性がある。

」
Ｎ

メ

ト

■

十

１

図28 システムエ学科調査地点位置図
(縮尺 1/21500)
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黒色土より上層では,中世～古代の層

が厚く堆積しており,第 9次調査地点で

の条里区画濤の一つと考えられている古

代溝の脇であることから,造成による改

変がかなり加えられている可能性もあ

る。

d まとめ

今回,試掘調査を行った地点は,周辺

の調査が多く,微高地かたわみ状の地形

が想定されていたが,今回の試掘調査か

らは第17次調査地点の徴高地部分と変わ

らない結果を得た。北側に接する津島岡

大遺跡第 9次調査地点の縄文後期の河道

からは,多数の低湿地型の貯蔵穴や,東

側の第17次調査地点では住居跡をはじめ

縄文の構も検出されている。同様に今回

の調査地点でも,縄文後期に相当する層

は厚 く良好に残存 してお り,該期の遺

構・遺物を包含していることが考えられ

ヤ  2

4

６

一
７

｀ヽ
、、_留ツ_″//   9

夙√ ＼③/12 ＼④
ン
~蔦

0

2 暗灰褐色砂質上 (近代耕作土)
3 暗灰褐色粘質土 (近代耕作土)
4灰褐色粘質上 (中世の耕作土)
5灰褐色粘質土 (古代～古代 ?〉
6灰褐色粘質土 (古代)
7灰褐色粘質上 (古墳～弥生時代)
8灰褐色粘質土 (弥生時代?)
9黒褐色粘質土 (黒色土)
10黒褐色粘質土 (黒色上)
H 灰黒褐色粘質土 (縄文後期)
12灰褐色粘質土 (以下、地山)

t'1優据琶恕暮圭 ①～④遺構埋土
図29 土層断面図 (縮尺1/40

1 造成上
ヒ~~~~_プ

ー

40m

l rn

る 。 (小林)

(4)津島キャンパス東北隅地域の試掘調査

a 調査の経緯

1981年の津島岡大遺跡第 1次調査を晴矢として,1999年度までに津島岡大遺跡の発掘調査は

22次を数える。これまでの調査の成果から,岡山大学津島地区における遺跡の分布状況が判明

してきた。中でも特に東北隅地域においては,第 3・ 15次調査 (男子学生寮・サテライトベン

チャービジネスラボラトリー),第 6・ 9次調査 (工学部生物応用工学科・生体機能応用工学

科),第 17次調査 (環境理工学部 I期工事)等の調査が行われ,縄文時代後期の集落関連遺構 ,

弥生時代前期からの水田遺構等の様相が明らかとなり,東北隅地域が構内でも特に遺跡密度の

高い地点にあたることがわかってきた。

こうした状況を踏まえて,1998年度の後半から当該地域に遺跡保護区を設置する動きが出

て,まずは馬場周辺の旧地形・土層堆積状況の確認を目的とした試掘調査を 5カ所の地点で行
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うこととした (図 30)。

b.調査の経過

調査は 1月 27日 に 1カ

所 , 3月 16～ 18日 に 4カ

所の地点で実施し,調査

員 1名があたった。

c.調査の成果

各調査地点に 1カ所ず

つ試掘坑を設定し,重機

で掘 り下げた後 ,断面観

察を行い,記録した。以

下に試掘坑毎に記述する

(図 31)。

① TPl

試掘調査

1第よ る次調査地点 砂 テ
;女叉某 ヨて下_】

圏 低湿地 画 微高地

2第 5次調査地点 〔大学院自然科学研究科棟】
3第 6次調査地点 〔工学部生物応用工学科棟】
4第 7次調査地点 【工学部情報工学科棟】

;§:飴
【
Ⅷ 随
棚 中 帥

図30 馬場周辺調査地点位置図 瞼尺1/5,00ω

環境理工学部棟の北側 (現在の馬場の中央部)に位置する。現地表面の高さ標高4.95m。 出

土遺物はなく,各層の時期ははっきりとしない。造成土以下 , 2～ 9層までは厚さ 5～ 10cln程

で,ほぼ水平に雅積する。 8層上面で濤状遺構の存在が認められた。10層は地山への漸移層と

考えられ,11層 以下は基盤層である。11層上面の高さは3.2mで ,全体として徴高地にあたり,

いわゆる黒色土は形成されていない。

② TP2

環境理工学部棟の北側駐車場西端部に位置する。

現地表面の高さは標高5.Om。 造成土以下 2～ 8層までは各層の厚さ 5～ 15cm程で ,ほぼ水

平堆積である。出土遺物はないが,7層は中性耕作層 , 8層古代耕作層と考えられる。遺構と

しては 2層上面で,明治期の畝を確認した。また 9～ 12層は遺構埋土の可能性が考えられる。

13層はいわゆる「黒色土」にあたり,上面の高さ2.7mである。15層以下灰色砂質土 ,灰白色

砂 ,黒色粘土層が続き,谷上の地形となっていることがわかる。

③ TP3

環境理工学部北側駐車場の東端 ,倉庫の西側に位置する。

現地表面の高さは4.8m。 造成土以下 2～ 8層まではほぼ水平堆積である。遺物は出土 して

いない。遺構としては,2層上面で明治期の畝 ,8層上面で溝状遺構,9層上面でピット状遺

構を確認した。 8層がいわゆる「黒色土」にあたり,上面の高さ3.3mである。 9層以下 ,基盤
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TP5
1 造成上
2青灰色粘質上 (明治耕作上)
3緑灰色粘質土 (近世耕作土)
4淡緑灰色粘質土 (近世耕作土)
5黄灰色粘質土 (中～近世力う
6灰黄色粘質土 (中世)
7灰褐色粘質土 (以下低湿地状)
8淡灰褐色粘質上
9灰褐色粘土
10灰黒色粘土
H 暗灰色粘土
12黒灰色粘土
a溝状遺構

TP3
1造成上
2青灰色粘質土 (明治耕作土)
3～5淡緑灰色粘質上 (近世耕作土)
6淡緑灰色粘質土 (中世力う
7淡褐色粘質上 (弥生～古墳力→
8黒褐色粘質土 (弥生前期)
9淡茶褐色砂質土
10茶褐色砂質土 (基盤層)
a溝状遺構
b溝状遺構
cピット状遺構

TPl
l造成上
2青灰色粘質土 (明治耕作土)
3淡青灰色粘質土 (近世耕作上)
4淡青灰色粘質土 (近世耕作土)
5淡灰色粘質土 (中～近世力→
6淡紫灰色砂質上 (古代～古墳か)
7淡紫灰色粘質土 (古代～古墳力→
8茶褐色砂質土 (弥生力〕
9晴茶褐色砂質土 (弥生か)
lo黄灰色砂質上
H明 黄灰色砂質土 (基盤層)
12黄茶灰色砂
13明責褐色砂
a溝状遺構

TP4
1造成上
2青灰色砂質土 (明治耕作上)
3黄灰色砂質土 (近世)
4暗灰黄色砂質土 (近世力う

TP2
1造成上
2青灰色粘質土 (明治耕作土)
3～5褐色砂質土 (近世耕作土)
6淡褐色砂賢上 (中～近世)
7淡褐灰色砂質上 (中世力う
8灰褐色粘質土 (古代か)
9灰褐色砂質土 (遺構埋土か)
10淡茶灰色粘賢土
H灰 茶色粘質土
12灰茶色砂質土
13茶黒色砂質土 (黒色上に類似)
14明茶褐色砂質土
15灰色砂質土
16灰 白色砂
17黒色粘上

0         1m

5暗茶灰色砂質土 (黒色上プロック・小礫を多く含む)
6灰褐色砂質上 (古代～中世か)
7黄褐色砂質上 (基盤層)
8灰色砂
a溝状遺構

図31 土層断面図 鮪尺1/4ω
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層であり,こ の地点は微高地上に位置していることがわかる。

④ TP4

自動車部の部室の西側に位置する。

地表面の高さは標高5.Om。 造成上以下,2層明治期耕作土層 ,3・ 4層は近世耕作土層と考

えられる。 5層は黒色土ブロック・小礫を多く含む土層で,一般の堆積層とは考えにくい状況

である。たとえば土砂くずれのような状況を想定することができる。 6層は灰褐色砂質上で ,

古代～中世層と考えられるが,遺物の出土はなく,断定はできない。 7層 以下は基盤層であ

る。遺構としては 6層上面で濤状遺構を確認した。

全体として,かなり高い地点にあたることが判明した。

⑤ TP5

地域学習センター北側の工学部駐車場北西隅に位置する。

現地表面の高さは5.4m。 造成上の厚さが1.8mと非常に厚い。 2層 明治期耕作土層 , 3～ 5

層は近世層 , 6層 中世層と考えられる。遺物の出土はない。 7層以下は灰色粘質土～黒灰色粘

土へと続き,低湿地にあたっていることを示す。遺構としては 4層上面で濤状遺構を確認 し

た。

d.ま とめ

今回の調査では,これまで不明であった津島キャンパス東北端部の土層堆積状況を確認し,

この地域の遺跡の状況について有益な知見を得ることができた。 5カ所の調査地点のうち,北

東側のTP5では中世層以前,TP2では15層以下が低湿地状となっていることが判明した。こ

れまでの調査により,津島キャンパス内の幾つかの地点で自然河道が確認されているが,今回

確認できたものは津島キャンパスの最も北を流れる自然河道と考えられる。またその他の 3カ

所ではいずれも徴高地状をなしていた。なかでもTP4は北側に朝寝鼻貝塚が存在している

が,試掘調査結果により,朝寝鼻貝塚が立地する丘陵に続 く微高地である可能性が考えられ

る。津島岡大遺跡第 3・ 15。 17次調査で検出されている縄文時代後期の遺跡の内容も考え併せ

ると,当地域の遺跡密度はかなり高いものと想定される。 (岩崎)

註 (1)岡 山大学埋蔵文化財調査研究センター 1992『津島岡大遺跡 3』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告

第 5冊

同 1996 「3津島岡大遺跡第15次調査J『岡山大学構内遺跡調査研究年報13』

(2)同  1995 『津島岡大遺跡 6』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 9冊

同 1998 『津島岡大遺跡10』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第14冊

(3)同  1997 「2津島岡大遺跡第17次調査」『岡山大学構内遺跡調査研究年報14』
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2 鹿田地区

(1)医学部附属病院病棟新営に伴う試掘調査

a.調査の経緯

老朽化の進む医学部東西病棟の改築と病棟の親営が,現在の東西病棟の南側駐車場周辺に計

画され,埋蔵文化財の調査対象範囲となる可能性が提示された。建物の規模も大きく,こ の周

辺には今後 ,付属建物の建設や配管等が複雑に配置される予定であり,広い範囲での試掘調査

を行うことになった。

b.調査の経過

以上を受けて実施した試掘調査結果からは,遺構密度の粗密はあるにしても,予定地周辺の

基礎医学棟における調査結果とかわらず ,中世包含層とやや希薄な状態を示す林生から古墳時

代の包含層が確認された。調査は,調査員 1名があたり, 4日間で終了した。

c.調査の成果

第 9次調査予定地は,鹿田地区の南東側に位置し,現在の東西病棟の南側駐車場に相当す

る。試掘坑は予定地周辺の状態を検討すべく,計 4カ所設定した (図 32)。 ここでは,各試掘坑

それぞれを,西側からTPl・ TP2・ TP3・ TP4と呼称する。

4カ所の試掘坑 4カ所の試掘坑の上層堆積状態について,図33に概要を示す。なお,以下の

記述で第 7次調査について言及する場合 ,「 7次」と省略して記述する。

4カ所に試掘坑をいれたが,試掘坑 2(TP2)と 試掘坑 4(TP4)に おいては,いずれも中

図32 医学部病棟調査地点位置図 (縮尺1/2,00い
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試掘調査

GL
―■Om ＧＬ輛一

試掘坑 1(TPl)

l造成上
2暗灰色粘質上 (7次の2層 に相当、近世 )
3暗青灰色粘質上 (7次の3層 に相当、中世 )

ま優鍮訴書r7冷り詣智括≧跳習
当、咄

鍵癬緻 鏑酢 絆 伺
9灰褐色粘質土
10灰黒褐色粘質上
11灰褐色砂質上
12灰黒褐色ンルト

試掘坑3(4P3)

1造成上
2暗灰色粘質上 (7次の2層に相当、近世)
3暗灰色粘質土 (7次の2層に相当、近世)
4暗褐色粘質上 (7次の3層に相当、中世)
5灰粘質上 (7次の4a層 に相当、中世)
6灰茶褐色粘質土 (7次の4b層 に相当、中世)
7暗灰黒褐色粘質土 (7次の5層に相当、古墳時代)
8暗灰色粘質土 (7次の5・ 6層に相当、古墳時代)
9暗灰褐色粘箕土 (本層以外は基盤層に相当〉
10灰褐色粘質上
H灰 黒褐色砂質土
12暗灰色砂質土

0                  1m
Ч

試掘坑2(TP2)

1造成上
2a暗灰色粘質土 (7次の2層に相当、近世 )
2b暗灰色粘質上 (7次の2層 に相当、近世 )
3暗青灰色粘質上 (7次の3層 に相当、中世 )
4a灰褐色粘質上 (7次の4a・ 4b層 に相当、
中世もしくは溝の覆上の可能性あり)

4b灰褐色粘質土 (7次の4a 4b層に相当、
中世もしくは溝の覆上の可能性あり)
5灰茶褐色粘質上 (7次 に相当層なし)

溝覆上

1暗茶灰色粘質土
2暗茶灰色粘質土

試掘坑4(TP4)

1造成上
2暗灰色粘質土 (7次の2層に相当、近世)
溝覆上

1灰黒色粘質土
2暗褐灰色粘質土
3暗灰褐色粘質土
4暗灰茶褐色粘質土
5灰茶褐色粘質土
6灰茶褐色粘質土
7灰茶褐色粘質上
8暗灰色粘土
9暗灰色粘土

図33 土層柱状模式図 (縮ナ(1/4ω

世段階と考えられる構にあたり,基本土層の相対的な状態がわかりにくくなっているが,試掘

坑 1(TPl)と 試掘坑 3(TP3)において予定地周辺の状況を確認することができる。すなわ
ち,土層の堆積状況については,基本的に第 7次調査に近い様相を示しており,ほぼ対応する

と考えてよいだろう。ただし,細かい点においては差異も認めることができる。第 1に ,西側

の 2カ所についてはほぼ同じような様相を示しそうであるが,最西端の試掘坑 1(TPl)では
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全体的峰土層の粘質度が高い。この傾向は,試掘坑 3(TP3)に おいても若千認められる。地

形的には,西側の試掘坑 1(TPl)・ 試掘比 2(TP2)か ら東側の試掘坑 3(TP3)。 試掘

坑 4(TP4)に かけて基盤が上がって高くなっていることが確認された。

包合層については,上層の近世層をはじめ,その下に中世段階の層が 2面 ,そ してその下に

中世か古代かは不明であるが 1層分存在している可能性がある。さらにその下の古墳時代につ

いては,7次の状況と類似しており,若千この段階においては希薄である可能性もある。

遺構については,試掘坑 2(TP2)と 試掘坑 4(TP4)に おいて濤を検出したように,中世

段階における濤等の遺構の状況は良好であろう。

d.まとめ

4カ 所の試掘調査の結果,基本的には第 7次調査の結果と類似した状況であることを確認す

ることができた。 2カ所の試掘坑において濤を検出したように,特に中世段階の遺構は良好で

ある可能性が高く,該期の遺構・遺物を包含していることが考えられた。

3 倉敷地区

(1)資源生物研究所バイオ実験棟新営工事関連試掘調査

a.調査の経緯

資源生物研究所 (図34)にバイオ実験棟の設置が計画されたことに伴って,包含層の有無を

確認する目的で試掘調査を行った。周辺では,1990年にRI棟に西接する空き地で試掘調査を

行っているが,近世の千拓地内に位置しており遺構等は確認されていない。今回の試掘地点も

遺構等は希薄だと推定されたが,千拓前の段階の包含層が残されている可能性もあり,試掘調

査を実施することとなった。

b.調査の経過

調査は 2× 2mの調査区を設定 (図35)し て,重機で約1.5m掘 り下げた。その後 ,断面の精

査 。記録を行った。調査期間は1998年 10月 26日 の 1日 間で,調査員 1名 が担当した。

c 調査の成果 (図 36)

1層は造成上である。 2層は暗灰褐色の砂層である。 3層は,下層の 4層 (青灰色砂質土)

と5層 (黄灰褐色砂質土)がマーブル状に混じりあったような砂質土で,し まりがよい。造成

上と推測される。 4層は青灰色の砂質土で,5 11ull前後の小礫を多く含む。 3層堆積以前の水田

層と考えられる。 5層は黄灰褐色砂層で,やや粘性がある。鉄分を多く含む。 6層は灰褐色砂

層で上面と下面に鉄分が沈着する。炭をわずかに含む。中世段階の上器の小片が数点出土し

た。 7層は黄灰色の砂層である。 8層は灰色砂層,9層は淡灰色粗砂層で,し まりが悪い。下

面にいくにしたがい小礫を含むようになる。10層は礫層で, 1～ 3 cmの礫に粗砂が混じる。少
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図34 試掘調査地点位置図 (縮尺1/50,00ω

1造成上
2暗灰褐色砂層
345層 の混合層
4青灰色砂質上層
5黄灰褐色砂層 (Fe多 )
6灰褐色砂層
7黄灰色砂層 (細砂、Fe、 Mn)
8灰色砂層
9淡灰色砂層 (細砂多)
10小礫層
0         1m

図36 土層柱状 図 (縮尺 1/401

図35 試掘調査地点 (縮尺1/5,00⑪

ないが湧水も認められた。各層では遺構は確認できなかった。

d.ま とめ

本試掘地点でも,前回の地点と同様に江戸時代初期の千拓地の中に位置しており,やはり遺

構は確認されず ,遺物も非常に希薄であった。

第 4節 立会調査

1 津島地区

津島地区の立会は,事業別では34件 ,計94カ 所で行った。大半は掘削深度が浅く,造成土内

で終了した。ここでは特記すべき状況が確認された調査や ,掘削深度の深かった調査について

詳細を記す。な消,その他については表 1に明記した。

調査15は津島地区全域における構内外灯設置工事に伴う立会調査である。15-①は理学部南

0            100nn

―

1

2

3

7
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のテニスコートに隣接する地点である。掘削深度は約150cm,造成土厚はHOcmであり,造成土

の直下にはしまりが強く,混 じりの多い黒色土が堆積している。黒色土中からは土器細片を採

取したが,時期を決定しうるものではない。黒色土直下の地表下 142cln以下では津島地区にお

いて縄文時代後期の基盤層としている暗灰黄褐色砂質土を確認した。このことから理学部南側

には微高地が広がることが予測される。15-②は津島北地区北辺にある半田山山塊の残丘に隣

接した地点である。この地点では地表下50cmま で造成上が雅積し,その直下は黄褐色バイラン

上の地山となる状況を確認した。

調査35は NTT電柱移設工事に伴う立会調査である。地表下150cmま で掘削し,造成上厚は

90cn,地表下90cln以下は褐色系粘質上が推積する。本調査により,津島地区東側では他地点と

堆積状況が異なることを確認した。

調査41は環境理工学部から理学部に至る実験排水管埋設工事に伴う立会調査である。この地

点は大学院自然科学研究科棟の北側の緑地内にあり,津島岡大遺跡第20次調査地点の東に位置

する。これら 3地点は地表下約200～ 240cmま で掘削した。堆積状況は第20次調査地点とほぼ一

致している。

調査42は津島地区の北側境界付近への馬場移設に伴う樹木の移植による立会調査である。

42-①地点では地表下約180clnで ,42-②地点では地表下約150cmで黒色土を確認した。さらに

42-②地点では地表下170cmで縄文後期の基盤層である明茶褐色砂質土層を確認した。

調査44は環境理工学部新営に伴う外構工事である。この地点は環境理工学部第 2期工事 (津

島岡大遺跡第22次調査)地点の北西に位置する。この地点では地表下197cnま で掘削した。地表

下約170clllの暗灰褐色粘質土層では濤状の遺構を確認し,地表下188cmの 暗灰褐色弱粘質土層で

は須恵器・土師器を採取した。

昨年度に引き続いて岡山市を事業主体とする工事が大学構内で行われた。工事地内の埋蔵文

化財については岡山市文化課が調査を行い,大学が立ち会うというかたちをとった。今年度は

掘削深度の大きい工事が多かったが,多 くは掘削面積が小さいものや ,壁面を観察できない工

法で掘削したものであった。 (野崎)

2 鹿田地区

今年度 ,鹿田地区において行われた立会調査は,事業別にみると2件 , 2箇所であり,いず

れも造成上内で工事は終了した。

3 東山地区

今年度 ,東山地区で行われた立会調査は,事業別にみて 1件で,造成上内で工事は終了した。
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表 1 1998年度調査一覧

番

号
種 類

査

区

謁

也
グリット 所 信 調 査 名 称 調査期間

削
度
，ｍ

掘
深
く

備 考

1 発掘 乏  田 BR55-BX61
BY56-57

医 校舎新営工事に伴 う調査 97 2 26-
98 8 6

14 評露琴(子
9ダ,継尾習撞鏃魅

査〉
2 発掘 津島南 事 福利施設 (南)新営に伴 うポンプ糟

取設工事に伴 う調査
98 4 7-
4 10

15 調査面積 16nt。 古代の溝状遺構 く津島岡大
18次調査〉

3 発 掘 宰島北 AZ09  10 理 コラボレーションセンター新営に伴
う調査

98 7 27‐
99 2 18

24～
35 電電冨暑越瑳蟹件燿箆粂語S需心驚含評擢

4 発掘 電  田 BP～BS30～ 32 医病 RI治療室新営工事に伴 う調査 98 7 28^マ
91

17 調査面積156だ。造成土厚10,13で 中世 ,

17で弥生 く鹿田遺跡第 8次調査〉
5 発擬 宰島ゴヒ AW02  03 環 交舎 (1期 )新営に伴 うポンプ槽取

設工事に伴 う調査
98 10 19-
28

調査面積 16Hl。 造成上厚12,21で 黒色土。
(津島岡大20次調査〉

6 発掘 宰島封ヒ 工 エ レベーター新設に伴 う調査 98116～
24

調査面積302だ。造成上厚12,21で黒色
土。く津島岡大21次調査〉

7 発掘 鹿  田 CE39 33, CG28,
CK21, CL26  37

医病 青棟新営工事に伴 う調査 98 11 27‐
99 5 11

1 7 調査面積 2088nt。 造成上厚10,13で 中世
15で古代 ,17で弥生 (鹿田遺跡第 9次証
査)

8 発掘 津 烏北 AV02 03,AW02
03

環 交舎 (1期 )新営工事に伴 う調査 99 8 1‐
3 31

調査面積7735111。 近世の溝 土坑を確認。
く津島岡大22次調査〉

9 試続 津島北 AZ09 理 コラボレーションセンター新営に伴
う試掘調査

98 5 18 19 2 7ヽマ

34
標高27mで黒色土確認。弥生前期の河道 ,

弥生時代以降の濤状遺構確認。

ll 試擁 津島北 AV02・ 03 環 交舎 (1期 )新営工事に伴う試掘調
S

98 6 23,24 造成土厚12,21で 黒色土。古代から古攀
の溝を確認。

11 試頻 鹿  田 医病 丙棟新営工事関連試掘調査 98 10 5ヽマ

10 14
211H
24
造成土厚10,13で 中世 15で古代 ,1
で弥生 (鹿園遺跡第 7次調査)

lZ 試擬 倉  敷 資生
研

ミイオ実験棟新営工事関連試掘調査 98 10 26 15 時期不明の水田層を確認。

試擬 津島北 工 システムエ学科棟新営予定地試掘講
査

98 11 5 色成上厚10,18で 黒色土。縄文後期の追
時を確認。

14 試抑 津島北 AU02 03 06,
AV03

事 遺跡保護地区整備に伴 う馬場周辺♂
掘調査

98 1 27-
3 18

24‐
38
TPl TP3 TP5:明 治～弥生 ,濤他確認。TP2:

紆 鍮 。
明治～古代。T年 明治～古

立会 津  島 AV07, AX03,
AY03・ 09  10
11,AZ03,BA09
10,BB10,BC10
12,BE12

事 構内外灯設置工事 98 4 1-
4 27

10～
1 47
14地点立会 ,①造成上厚10, 142ま で黒
色土 , 147ま で暗灰黄褐色砂質土 ,②造成
上厚05, 10ま で黄褐色バイラン土 (地
山)。

l〔 立会 津島南 農 道路敷設工事 ,843 0 55-
07

t997年 度か ら継続 ,造成上内。

17 立会 津鳥南 BBll, BB12 事 南福利排水管理設工事 9851,22,
26

ll―
15
,L10ま で造成上, 11ま で灰褐色砂質土
(明治)。

18 立会 津島南 BB12 事 南福利樹木移植 )85212ι 07ヽマ
09

造成土内。

l〔 立会 津島南 事 南福利ガス管埋設工事 造成上内。

立会 津島南 事 南福利電力 情報通信外線工事 (保
健管理センター)

近世層まで掘削。

立会 津島北 女送 放送大学看板設置工事 0 55 造成上内。

立会 津島北 Zヽ09, 8A09 理 ヨラボレーションセンター支障配管
布設替工事

,L14で 黒色土上面。

立会 鹿  田 )P～BS30～ 32 医 RI治療棟新営工事に伴 う支障配増
布設替え工事

既設工事内

立会 津島南 )812, BCと 2 事 南福利外灯設置工事 〕26 2地点立会 ,中世層まで掘削。

立 会 鹿  田 Cし57 医 動物実験棟樹木移植 3 色成土内。

立 会 津島宦 BC14 事 排水管布設工事 1 5 色成上内。

立会 津島南 BBll 事 共済会建物基礎撤去工事 近世層まで掘削。

立会 津島南 事 南福不1雨水桝設置工事 圧世層まで掘削。

立 会 津島南 事 南福利自転車置場設置工事 色成上厚06,明 治層まで掘削。
立 会 津島北 AZ09' 10 理 ヨラボレーションセンター樹木移植 造成上内。

立会 津島北 AW03, AX03・
04・ 05,06,
AY06  07・ 08
09, 10

環 Ⅱ期工事ガス管埋設工事 17-82( 12ヽ
14
25地点立会 ,明治～中世層まで掘削。

立 会 東 山 教 砂場新設工事 )7 造成土内。

〕こ 立会 津島南 事 学生会館改修工事 (雨水桝 ,生活排
水桝設置工事)

8 27,28 、
５
既設工事内。

立会 辞島南 BC10 事 学生会館改修工事 (ト ラップ桝撤去
工事)

32 GL 1 7ま で灰褐色粘土層 ,CL 2 2ま で青灰
色粘土層。

35 立会 津島北 事 NTT電 柱移設工事 102 造成土以下は褐色系粘質土が堆積。

立 会 鹿  田 BV73・ CN78 医 校舎関連仮説電柱工事 H5 10で近世層 ,12で 中性層確認。
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番

号
陸類

査

区

詞

地
グリット 所属 調 査 名 称 調査期間

削
度
，ｍ

掘
深
く

備 考

立会 鹿  巨 DE39-33 医病 病棟新営工事関連樹木移植 H12■ 3
16・ 20

10～
1 2
造成上 撹乱内。

立会 鹿 E 3M39-33・ CK48,
lN27

医病 病棟新営工事関連外灯工事 H14■ 7
18・ 20

Э 8-
99
造成上内。

η立会 鹿  E AE51,BP45 56,
BF45・ 51

医 校舎ガス管理設工事 H22～
12 18

、
５
造成土内。

立会 津島苺 AZ05  06 事 学生部基礎撤去工事 11 30 造成土内。

立会 津島』t AW03, AX03 04
05  06, AY06・
07, AZ08

環 実験排水管埋設工事 99 1 8-
2 15

, 97～
ど4
13地点立会,近世層から古墳時代層まで確
認。

立会 津島北 AU02, AW02 環 馬場移設に伴 う樹木移植 99 2 19へ ,

32
)7ヽ―

J2
7地点立会,①20で弥生後期まで掘削,②
22で縄文基盤層まで掘削。

立ヽ 会 津島北 AV02  03 環 馬場移設に伴 うバンケット,水濠 ,

乾壕設置工事
99 2 26 )4 造成上内。

立会 津島 Jヒ AV03, AW03 環 校舎新営に伴 う生活排水桝設置工事 99 2 26 古墳時代層まで掘削,須恵器・土師器片採
集。

立会 津島北 環 馬場移設に伴 う審判棟移設工事 9934 )7 造成上内。

立会 津島北 AZ09 理 ヨラボレーションセンターエ事用ス
ロープ掘削

9935 造成上内。

立会 津島南 BC13  BD13 事 門扉設置工事 99 3 8 )95 明治層 まで掘削。

偲 |

|
立会 津島北 AW03 環 校舎新営に伴 うガス管埋設工事 99 3 8 中世層まで掘肖1。

立会 津島北 環 校舎新営に伴 う自転車置き場設置エ
事

9938 造成上内。

立 会 津島北 環 校舎新営に伴 う排水管理設工事 9939 造成土内。

洸 立 会 津島北 環 校舎新営に伴 う集水桝設置工事 9939 10ヘフ
11

明治層 まで掘削。

立 会 津島北 BA10 理 コラボレーションセンター南電柱設
置工事

99 3 10 造成土内。

立会 津島北 環 校舎新営に伴 う検水槽設置工事 99 3 16 近世層まで掘削。

立 会 津烏北 環 馬場移設に伴 う仮設電柱設置工事 99 8 17 近世層 まで掘削。

蒟 立 会 岸島北 AW02・ 03 環 交舎新営に伴 う雨水桝設置工事 99 3 25 1 15 近世層 まで掘削。

1998年度岡山大学構内遺跡調査報告
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図37 津島地区全体図 (縮尺1/20,00ω
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立会調査

Ｎ
Ｉ

サッカー・
ラグビー場

発掘調査地点

…試掘調査地点

立会調査地点

図38 今年度の調査 〔1〕 津島地区 鯨尺1/7,50⑪
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立会調査

ド
ヽ

アイツトープ
総合センター

グラウンド

吻 … 発掘調査地点

□ …試掘調査地点

日  立会調査地点

図39 今年度の調査 〔2〕 鹿田地区 (縮尺1/3,00ω
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図40 今年度の調査 〔3〕 東山地区 (縮尺1/4500)※数字は表1の番号と同じ
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資料整理

第 2章 1998年度普及・研究・資料整理活動

1 資料整理

本年度は次の 2件について発掘調査資料の整理を行った。

① 津島岡大遺跡第10次調査 (保健管理センター):遺構図整理 ,遺物の実測

② 三朝福呂遺跡 (固体地球研究センケー実験研究棟):図面整理 ,遺物の実測

2 刊行物

刊行物については,以下の 3冊を編集・発行した。

① 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第20号           1998年 11月刊行

② 岡山大学構内遺跡調査研究年報 第15号               1999年 2月 刊行

③ 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第21号           1999年 3月 刊行

3 調査員の活動

資料収集活動

岩崎志保

中国新石器～周代文物の調査

小林青樹

縄文 。弥生移行期における土器資料の調査 (高知県・愛媛県・大分県・島根県の関係諸機関

他)

豊島直博

古墳出土鉄製品の調査 (福井県松岡町教育委員会)

山口県の前期古墳調査

野崎貴博

福呂遺跡関連文献調査 (鳥取県埋蔵文化財センター)

烏取県の前期古墳調査

学会・研究会参加等

岩崎志保

考古学研究会総会 (4月 )

小林青樹
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考古学研究会総会 (4月 ),日 本考古学協会総会 (5月 )他

豊島直博

埋蔵文化財研究集会 (8月 )

野崎貴博

考古学研究会総会 (4月 ),日 本考古学協会総会 (5月 ),埋蔵文化財研究集会 (8月 )

山本悦世

考古学研究会総会 (4月 ),愛媛大学文京遺跡シンポジウム (7月 ),埋蔵文化財研究集会

(3月 )

横田美香

考古学研究会総会 (4月 ),愛媛大学文京遺跡シンポジウム (7月 )

研究発表他

小林青樹

「瀬戸内地域における弥生文化の成立」考古学研究会第 3回例会シンポジウム (1999年 1

月)

横田美香

「岡山県の 7世紀の須恵器」古代の上器研究会 (1998年 11月 )

論文・資料報告

岩崎志保

「海外考古学の動向 中国」『日本考古学協会年報』50

小林青樹

『縄文・弥生移行期における東日本系土器』考古学資料集 9(単著) 平成10年度文部省科

学研究費補助金特定研究A(1)『 日本人および日本文化の起源に関する学際的研究』

「浮線文土器の西方展開」『古代吉備』20号

「第 4章 考察 氷式上器の研究」『氷遺跡発掘調査資料図譜』 (共著)第 2分冊

「弥生文化成立期の西と東」『氷遺跡発掘調査資料図譜』第 3分冊

「中四国の浮線文土器」『氷遺跡発掘調査資料図譜』第 3分冊

「中部高地における氷式土器研究の現状」『氷遺跡発掘調査資料図譜』 (共著)第 3分冊

「付章 第 1節 鏡片に付着する繊維製品について」『宗形神社古墳』岡山市教育委員会

横田美香

「高梁市 (伝)佐内古墳出土陶棺について」『古代吉備』第20集
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山本悦世

「地方史研究の現状 岡山県 二 考古学」『日本歴史』第605号 吉川弘文館

その他

岩崎志保

資料展示の実態調査 (福岡市博物館)

山本悦世

大学における埋蔵文化財調査の実態調査 (東北大学埋蔵文化財調査研究センター)

大学における資料展示の実態調査 (東北大学理学部自然史標本館)

横田美香

大学における埋蔵文化財調査の実態調査 (東北大学埋蔵文化財調査研究センター)

大学における資料展示の実態調査 (東北大学理学部自然史標本館)

4 日誌抄

1997年

4月 1日 第 1回月例会議
4月 3日 関 幸代技術補佐員・井口三智子臨

時用務員着任

4月 6日  津島岡大遺跡第18次調査開始 (～ 10
日)

4月 23日  運営委員会開催
4月 30日 第 2回月例会議
5月 18日  理学部コラボレーションセンター試

掘調査 (～ 19日 )

5月 25日 運営委員会開催
5月 27日  管理委員会開催

第 3回月例会議

6月 1日 岩崎志保助手育児休業から復帰,豊
島直博助手着任

6月 23日 環境理工学部二期工事関連試掘調査
開始 (6月 25日 まで)

7月 3日  第 4回月例会議
7月 25日 鹿田遺跡第 7次調査現場説明会開催
7月 27日 津島遺跡第19次調査 (理学部コラボ

レーションセンケー)開始
7月 28日  鹿田遺跡第 8次調査開始
8月 6日 鹿田遺跡第 7次調査終了
8月 20日 博物館実習開始 受講生27名 (8月

28日 まで)

日誌抄

9月 1日 第 5回月例会議
鹿田遺跡第 8次調査終了

10月 5日 医学部付属病院病棟関連試掘調査開
始 (10月 14日 まで)

第 6回月例会議

10月 12日  運営委員会開催
10月 21日  津島岡大遺跡第20次調査開始 (10月

28日 まで)

10月 24日  管理委員会開催
10月 26日  倉敷地区資源生物研究所バイオ実験

棟試掘調査

■月 2日 津島岡大遺跡第21次調査開始 (11月
21日 まで)

11月 4日 センター報20号納品
11月 5日 工学部システムエ学科関連試掘調査

第 7回月例会議

11月 27日  鹿田遺跡第 9次調査開始
12月 2日  第 8回月例会議
12月 17日 運営委員会開催
12月 18日  センター正門に掲示板設置
12月 22日  大掃除
12月 28日 御用納め

1999年

1月 4日 御用始め
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1月 14日  第 9回月例会議
1月 27日 津島キャンパス東北隅地域の試掘調

査 (3月 16～ 18日 にも行う)

管理委員会開催

1月 30日 津島岡大遺跡第19次調査現地説明会
2月 1日 津島岡大遺跡第19次調査現地説明会

(理学部対象)

(一般対象)

2月 1日  年報15号納品
2月 2日 第10回月例会議
2月 18日  津島岡大遺跡第19次調査終了
3月 1日  津島岡大遺跡第22次調査開始
3月 24日 センター報21号納品
3月 30日 年報15号 ,セ ンター報20・ 21号発送

5 1998年度までの遺物保管状況

1998年 3月 31日 における本センターの遺物収蔵量は表 2に掲げるとおりで,約30リ ットル収

納のコンテナに換算すると2,271箱である。昨年度に比較して126.6箱 の増加になった。発掘調

査では,津島岡大遺跡第19次調査から21次調査 ,そ して鹿田遺跡第 7次調査と 8次調査まで

で,あわせて129箱の遺物が出土した。また,試掘・立会調査での出土遺物は少なく,昨年度ま

での収蔵量と大差ない。

遺物保管状況については,鹿田地区をはじめとして発掘調査が続いており,箱数は増加する

ことが見込まれる。これらは年々確実に増加し続けており,すでに用意している収蔵スペース

の限界を超えている。早急な対応が求められる。

6 遺物の保存処理

本センケーでは1992年度より構内遺跡から出土した木製品について,PEG(ポ リエチレング

リコール)合浸による保存を行っている。第 1期保存処理は1992年 7月 から1998年 11月 まで ,

第 2期保存処理は1994年 6月 から1996年 8月 まで行った。第 3期保存処理は1996年 12月から開

始し,1996年度末までに PEG濃度を25%ま で上昇させた。そして1997年度は60%ま で濃度上

昇を行い,1998年度は最終的に90%に濃度が達し,次年度に継続することとなった。また,希

少性が高く変形 ,も しくは崩壊を招きやすく,漆などの塗布がなされているものについて,既

存の保存処理施設では対応できないため,保存処理の外部委託を行った。対象資料は「津島岡

大遺跡第10次・12次調査出土木製品であり,合計14点を吉田生物研究所に依頼した。
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遺物の保存処理

表 2 埋蔵文化財調査研究センター収蔵遺物一覧

所属 種類
地       区

調 査 名 称

箱数 (1箱 :約30ゼ ) 備   考
主要時期 。特殊遺物

文

献
総  数 土 器 石 器 木器 その他 サンプル

医病 発掘 鹿田第 1次調査 (外来診療棟) 6

ス
器
他

ｌ
フ
　
鏃

ガ
鉄
銅

弥生中期～中・近世,短甲状
櫂状木器等

⑦

鹿田第 2次調査

(NMR― CT室 )
3 弥生後期～中世,田舟・木簡

等

医 短 鹿田第 3次調査 (校舎) 古代～中世 ⑩

鹿田第 4次調査 (配管) 3 2 1 古代,鹿角製品

医病 鹿田第 5次調査 (管理棟) 1 弥生後期～中・近世 Q

ア 鹿田 6次調査

(アイツトープ総合センター)

中世,青銅製椀 @

全 津島岡大第 1次調査(NP-1) 4 4 弥生中期～古代 C

農 津島岡大第 2次調査

合併処理槽

排水管

1 縄文晩期～弥生前期 C

学 生 津島岡大第 3次調査

(男子学生寮)

2 縄文後期～弥生,古代～近世
石製指輪,蛇頭状土器片石製
指輪,蛇頭状土器片

⑬

津島岡大第 4次調査

(屋内運動場)

l l 縄文晩期～弥生前期 く試掘詞

査遺物を含む〉

C

大 自 津島岡大第 5次調査
(大学院自然科学研究科棟)

2 縄文後期～弥生,古代～近世
耳栓・木製櫛 (縄文)

C

工 津島岡大第 6次調査

(生物応用工学科棟)

l 縄文後期～近世 人形木器 ,
アンペラ

①

津島岡大第 7次調査

(情報工学科棟)

7 1 縄文後期～近世

全 津島岡大第 8次調査

(遺伝子実験施設)

01 1 縄文後期～近世 ⑫

工 津島岡大第 9次調査

(生体機能応用工学科)

258 3 縄文後期～近世 ④

全 津島岡大第10次調査

(保健管理センター)

5 弥生前期～近世 Φ

津島岡大第11次調査

(総合情報処理センター)

4 2 2 縄文後期～近世

津島岡大第12次調査 (図書館) l 縄文後期～近世 〇

津島岡大第13次調査

(福利厚生施設 北)
17 縄文後期・古墳前期 。中世 ⑩

①

津島岡大第14次調査

(福利厚生施設 南)
t 弥生～古墳 ①

津島岡大第 15次調査

(サ テライ トベンチャービジネ

スラボラトリー)

300 縄文後期・晩期・弥生～中世
アンペラ

豊薬 発掘 津島岡大第16次調査

(動物実験棟)

縄文後期・弥生～中世 @

環 津島岡大第17次調査

(環境理工学部)

ユ 1 8 縄文後期～近世
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芳属 種類
地       区
調 査 名 称

箱数 (1箱 :約30ゼ ) 備   考
主要時期・特殊遺物

文
献

総 数 土 器 石器 木器 その他 サンプル

固 発掘 司体地球研究センター

(実験研究棟)

8 8 1 縄文早期・弥生中期・中世 @

固 固体地球研究センター

(実験研究棟 スロープ)
2 中世～近世

全 津島岡大遺跡第18次調査

(南福利ポンプ槽)

l 縄文後期～近世

津島岡大遺跡第19次調査
(コ ラボレーションセンター)

1 ユ 縄文後期～近世

環 津島岡大遺跡第20次調査

(環境理工学部ポンプ槽)

l 縄文後期～近世

工 津島岡大遺跡第21次調査

(工学部エレベーケー)

4 4 縄文中期～近世

医 竜田遺跡第 7次調査
(基礎医学棟)

1 4 弥生～近世

鹿田遺跡第 8次調査
(RI治療棟)

6 弥生～近世

医病 試掘 鹿 田 駐車場 と 1 弥生～中世 C

学生 津島北 男子学生寮 と 縄文後期～弥生前期

教育 ″  研究棟

大 自 ″  自然科学研究科棟 l 1 縄文後期～弥生前期 C

事 津 島 外国人宿舎 (上生) 1 1 縄文～中世 C

理 津島北 身障者用エレベーター 中。近世

教養 津島南     ″ 縄文 。中世

工 津島北 校舎 1 1 縄文～近世 C

農薬 津島南 動物・遺伝子実験施設 縄文～弥生,中 。近世

事 津島南 国際交流会館 03 中世

大 自 試掘 津島北 合併処理糟 中・近世 廻

学生 津島南 学生合宿所 02 中世

教育 津島北 身障者用エレベーター 縄文

図 ″  図書館 古墳～中世

学生 津島南 学生合宿所ポンプ槽 縄文～中世 O

資生 倉 敷 資源生物科学研究所 01 近世

ア 鹿 田
アイツトープ総合センター

1 1 中世～近世

事 津島北 福利厚生施設 弥生 ?～中世

農 津島南 動物実験施設 01 0,1 縄文 ?～近世 〇

環 津島北 環境理工Ⅱ期 01

工 津島北 システムエ学科棟 01

全 立会 '83年度 2 分銅形土製品 0
'84年度 1 l 2
'85年度 1 l 0
'86年度 0
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岡山大学構内埋蔵文化財保護対策要項

第 3章 岡山大学構内埋蔵文化財保護対策要頂

第 1節 岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの内部規程
1 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程
(設 置)
第 1条 岡山大学 (以下「本学」という。)に岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センケーJと
いう。)を置く。

(目 的)
第 2条 センターは,本学の敷地内の埋蔵文化財について,次の各号に掲げる業務を行い,も って埋蔵文
化財の保護をはかることを目的とする。

一 埋蔵文化財の発掘調査に関すること。
二 発掘された埋蔵文化財の整理及び保存に関すること。
三 埋蔵文化財の発掘調査報告書の作成等に関すること。
四 その他埋蔵文化財の保護に関する重要な事項
(自 己評価)

第 2条の2 センターは,岡山大学学則 (昭和26年岡山大学規程第32号)第 1条の2の定めるところによ
り,セ ンターの係る点検及び評価 (以下「自己評価」という。)を行うものとする。
2 前項の自己評価を行うため,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会 (以下「自己評価
委員会」という。)を置く。

3 自己評価委員会に関する規程は,別に定める。
附 貝J
この規程は,平成 5年 2月 25日 から施行する。

○岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの研究活動等についての点検及び評価を行うこととするため。

(センター長)

第 3条 センターにはセンター長を置く。
2 センター長は,専門的知識を有する本学の教授の中から学長が命ずる。
3 センター長は,セ ンターに関する業務を掌理する。
4 センター長の任期は,2年とし,再任を妨げない。
(調査研究室)

第 4条 センターにセンターの業務を処理するため調査研究室を置く。
2 調査研究室に室長,調査研究員及びその他必要な職員を置く。
3 室長は,専門的知識を有する本学の教官の内から学長が命ずる。
4 室長は,セ ンター長の命を受け,セ ンターの業務を処理する。
5 室長の任期は,2年 とし,再任を妨げない。
6 調査研究員及びその他の職員は,上司の命を受け,セ ンターの業務に従事する。
(調査研究専門委員)

第 5条 センターに,セ ンターの業務のうち特に専門的な事項についての調査研究の推進を図るため,調
査研究専門委員 (以下「専門委員」という。)を置く。

2 専門委員は,本学の教官の内から学長が命ずる。
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岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの内部規程

3 専門委員の任期は,2年とし,再任を妨げない。
(管理委員会)

第 6条 本学に,セ ンターの管理運営の基本方針を審議するため,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
管理委員会 (以下「管理委員会Jと いう。)を置く。
2 管理委員会に関する規程は,別に定める。
(運営委員会)

第 7条 センターに,セ ンターの運営に関する具体的な事項を審議するため,岡山大学埋蔵文化財調査研
究センター運営委員会 (以下「運営委員会」という。)を置く。

2 運営委員会に関する規程は,別に定める。
(事 務)
第 8条 センターの事務は,施設部企画課において処理する。
(雑 則)
第 9条 この規程に定めるもののほか,セ ンターに関し必要な事項は,学長が別に定める。
附 則
1 この規程は,昭和62年■月26日から施行する。
2 この規程施行後最初に任命されるセンター長,室長及び専門委員の任期は,第 3条第 4項 ,第 4条第
5頂及び第 5条第 3項の規定にかかわらず,昭和64年 3月 31日 までとする。

○設定理由

岡山大学の敷地内の埋蔵文化財の発掘調査などの業務を行い,も って埋蔵文化財の保護を図るため,学
内施設として,新たに岡山大学埋蔵文化財調査研究センターを設置すること及びその組織等必要な事項に
ついて定めるため。

2 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター管理委員会規程
(趣 旨)
第 1条  この規程は,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程 (昭和62年岡山大学規定第48号)第 6条
第 2項の規定に基づき,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター管理委員会 (以下「管理委員会」とい

う。)に関し,必要な事項を定めるものとする。

(審議事項)

第 2条 管理委員会は,岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの管理運営の基本方針その他重要な事項を
審議する。

(組 織)
第 3条 管理委員会は,次の各号に掲げる委員で組織する。
一 学長
二 各学部及び教養部長
三 自然科学研究科長
四 資源生物研究所長
五 附属図書館長
六 各附属病院長
七 地球内部研究センター長
入 学生部長
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岡山大学構内埋蔵文化財保護対策要頂

九 医療技術短期大学部主事
十 事務局長
十一 埋蔵文化財調査研究センター長
(委員長)

第 4条 管理委員会に委員長を置き,学長をもって充てる。
2 委員長は,管理委員会を召集し,その議長となる。
3 委員長に事故があるときは,委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。
(委員以外の者の出席)

第 5条 委員長が必要と認めたときは,委員以外の者の出席を求め,その意見を聞くことができる。
(幹 事)
第 6条 管理委員会に幹事を置き,庶務部長,経理部長及び施設部長をもって充てる。
(庶 務)
第 7条 管理委員会の庶務は,施設部企画課において処理する。
附 則
この規程は,昭和62年■月26日から施行する。

○設定理由

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの管理運営の基本方針等を審議するためにおく岡山大学埋蔵文化

財調査研究センター管理委員会に関し,必要な事項を定めるため。

3 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会規程
(趣 旨)
第 1条 この規程は,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程 (昭和62年岡山大学規定第48号)第 7条
第 2項に基づき,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会 (以下「運営委員会」という。)に関
し,必要な事項を定めるものとする。

(審議事項)

第 2条 運営委員会は,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センターJと いう。)の運営に関す
る具体的な事項を審議する。

(組 織)
第 3条 運営委員会は,次の号に掲げる委員で組織する。
一 埋蔵文化財調査研究センター長 (以下「センケー長」という。)
二 本学の教授のうちから学長が命じた者若干名
三 センターの調査研究専門委員から辛長が命じた者 1人
四 センターの調査研究室長
五 施設部長
2 前項第 2号の任期は, 1年 とし,再任を妨げない。
(委員長)

第 4条 運営委員会に委員長を置き,セ ンター長をもって充てる。
2 委員長は,運営委員会を召集し,その議長となる。
3 委員長に事故があるときは,委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。
(委員以外の者の出席)

第 5条 委員長が必要と認めたときは,委員以外の者の出席を求め,その意見を聞くことができる。
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(庶 務)
第 6条 運営委員会の庶務は,施設部企画課において処理する。
附 則
1 この規程は,昭和62年■月26日 から施行する。
2 この規程施行後最初に任命される第 3条第 1項第 2号の委員の任期は,同条第 2項の規定にかかわら
ず,昭和64年 3月 31日 までとする。

○設定理由

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの運営に関する具体的な事項を審議するためにおく岡山大学埋蔵

文化財調査研究センター運営委員会に関し,必要な事項を定めるため。

4 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会規程
(趣 旨)
第 1条 この規程は,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程 (昭和62年岡山大学規程第48号)第 2条
の 2第 3項の規定に基づき,岡山埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会 (以下「委員会Jと い

う。)の組織及び運営に関し,必要な事項を定めるものとする。

(審議事項)

第 2条 委員会は,岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センターJと いう。)に係る点検及び評
価の実施に関し,必要な事項を審議する。

(組 織)
第 3条 委員会は次の各号に掲げる者で組織する。
一 埋蔵文化財調査研究センター長 (以下「センター長」という。)
二 埋蔵文化財調査研究センタi調査研究室長
三 センターに勤務する教官のうちから若干名
四 埋蔵文化財調査研究センター運営委員会委員のうちからセンパー長が委嘱した者若干名
五 施設部長
2 前項に定める委員のほか,セ ンター長が必要と認めた者を加えることができる。
(委員長)

第 4条 委員会に委員長を置き,セ ンター長をもって充てる。
(会 議)
第 5条 委員長は委員会を招集し,その議長となる。
2 委員長に事故があるときは,委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。
(庶 務)
第 6条 委員会の庶務は,施設部企画課において処理する。
(雑 則)
第 7条 この規程に定めるもののほか,委員会に関し必要な事項は,別に定める。
附 則
この規程は,平成 5年 2月 25日から施行する。

○設定理由

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの研究活動等についての点検及び評価の実施に関する必要な事項

を審議するために置く岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会について,必要な事項を定め

るため。
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第 2節  1998年度埋蔵文化財調査研究センター組織

1 センター組織一覧

く学 長〉小坂 三度見

〈埋蔵文化財調査研究センター長〉……・(併 。文学部教授)稲田 孝司

く調査研究専門委員〉

千葉 蕎三 (農学部教授)

く調査研究室長〉…・… (併・文学部助教授)

|

く調 査研 究 員〉…… (専・文学部助手)

(技 術 補 佐 員)

く室 内作 業 員〉・………… ………… … …

岩崎 志保 ,小林 青樹

豊島 直博 ,野崎 貴博

山本 悦世 ,横田 美香

関  幸代

井口三智子,片山 純子 ,

黒藪 美代子

2 管理委員会

委 員

学  長

文学部長

教育学部長

法学部長

経済学部長

理学部長

医学部長

歯学部長

薬学部長

工学部長

事務局長

農学部長

環境理工学部長

幹 事

庶務部長 厚谷

小坂三度見       文化科学研究科長       岩間 一雄

成田 常雄       自然科学研究科長       岩見 基弘

松畑 熙一       資源生物科学研究所長     青山  勲

植松 秀雄       附属図書館長         神立 春樹

坂本 忠次       医学部附属病院長       大森 弘之

佐藤 公行       歯学部附属病院長       村山 洋二

産賀 敏彦       固体地球研究センター長    久城 育夫

松村 智弘       医療技術短期大学部長     遠藤  浩

篠田 純男       学生部長 伊澤 秀而 (1998年 8月 15日 まで)

中島 利勝            松畑 熙― (1998年 8月 16日 から)

藤井  武 (1998年 6月 30日 まで) 諸橋 輝雄 (1998年 7月 1日 から)

内田 仙二       埋蔵文化財調査研究センター長 稲田 孝司

河野伊一郎

彰雄 経理部長 黄楊川英了 施設部長 遠藤 久男 (施設部長)
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審議事項

1998年 5月 27日 平成 9年度埋蔵文化財調査研究センター決算について

平成10年度埋蔵文化財調査研究センター予算について

平成10年度事業計画について

1998年 10月 24日 病棟整備計画に伴う事業計画の変更について

鹿田遺跡第 7次・第 8次埋蔵文化財発掘調査結果について

津島岡大遺跡第19次次埋蔵文化財発掘調査の現況について

1999年 1月 27日  助手の採用について

平成12年度概算要求事項について

埋蔵文化財調査研究センター人事について

岡山大学研究総合博物館 (仮称)構想についての報告

平成10年度補正予算に伴う事業計画について

3 運営委員会

委 員

センター長  稲田 孝司  医学部教授  村上 宅郎

文学部教授  狩野  久  農学部教授  千葉 喬三 (調査研究専門委員)
理学部教授  柴田 次夫  事務局    遠藤 久男 (施設部長)

経済学部教授 建部 和広  埋蔵文化財調査研究センター 新納  泉 (調査研究室長)

審議事項

1998年 4月 23日  平成 9年度決算

平成10年度予算案

平成10度事業計画

助手の採用

調査の安全基準について

1998年 10月 12日 病棟整備計画に伴う事業計画の変更について

鹿田遺跡第 7次 。第 3次調査の結果報告

津島岡大遺跡第19次調査の経過

1998年 12月 17日 助手の採用

平成12年度概算要求事項について

平成10年度補正予算に伴う事業計画について
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第 4章 1998年度活動のまとめ

本年度は稲田孝司センター長以下 ,年度当初は助手 4名 ,技術補佐員 1名 の業務体制で構内

遺跡の調査及び整理分析作業を行った。 5月 末に助手 1名が特別休暇・育児休業から復帰し,

さらに 6月 から助手 1名 を採用して助手 6名 ,技術補佐員 1名の体制となった。

今年度の発掘調査は,津島地区・鹿田地区ともに近年になく多い状況であった。まず津島地

区では,第 18次から第22次調査にわたる 5度の調査が行われた。18次調査では,近世と古代の

濤が検出され,隣接する10次 と14次調査地点と合わせてこの付近での旧地形の状況が明らかに

なった。19次調査では,近世の道路跡や弥生時代の河道等を検出し,土地利用や旧地形のあら

たな様相が明らかになった。20。 21次の 2箇所はいずれも小規模調査であったが,こ のうち21

次調査において,津島地区ではじめて縄文中期後半に遡る良好な包含層と遺溝を検出した。低

地部に消いても中期段階の遺跡が存在することを明らかにした点が重要な成果である。第22次

調査は,第 17次調査の北側に隣接した地点において行われ,1999年度にも継続している。本年

度においては,近世の耕作関連遺濤などが検出されている。津島地区ではこのように,各調査

地点において,これまでに予測されなかった時期の遺構や遺物などが検出されるなど,今後の

調査研究に際しての重要なデー方を得ることができた。

次に鹿田地区では,昨年度の1998年 2月 から調査を開始した鹿田遺跡第 7次調査を,本年度

も継続調査した。本調査では,隣接する第 6次調査地点の状況と合わせて,中世の区画された

屋敷地の全貌が明らかになった。また,中世の大濤からは,黒と赤の塗布の見られるサル形の

木製品が出土しており注目される。鹿田地区では,その他 ,第 7次調査の東側で第 8次調査を

行い,中世から古墳時代の濤を検出し,本調査地点が集落の縁辺に所在することが明らかに

なった。その後 ,病棟の新営に伴う大規模な第 9次調査が11月 から開始され,1999年度に継続

された。これまでに,近世から中世までの大溝をはじめ,井戸・木棺墓など多数の遺構を検出

しており,さ らに木簡なども出上した。このように,鹿田地区では多数の調査が行われ鹿田遺

跡の全貌が少しずつ明らかになりつつある。今後は,これまでの調査成果と併せて,遺跡の総

合的な検討が進むに違いない。

試掘調査については,今年度は1999年度以降に予定されている事業に関する調査が多く行わ

れた。このうち 1件を除き,すべて1998年度中に調査が終了,ま たは継続している。立会調査

については,津島地区と鹿田地区を合わせて41件 と多数行われた。各所において迅速に対応

し,埋蔵文化財の状況について記録を行った。わずかな面積ではあるが,着実に構内各所の埋

蔵文化財の情報が蓄積されつつある。
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1998年度活動のまとめ

室内の整理作業は,調査の増加の影響により調査員による作業は昨年度に比べて厳しい状況

であった。したがって,報告書の刊行がかなわず ,報告書作成に向けた作業が中心であった

が,少 しずつではあるが着実に整理作業は進行している。刊行物では構内遺跡調査研究年報15

号,セ ンター報20。 21号を刊行した。

遺物の保管については,セ ンターにおける遺物の収蔵量の限度を超え,深刻な状況にある。

近年 ,調査も増加の一途にあり,早急に収蔵場所について検討する必要がある。

本年度は,以上のように発掘調査が多数あり,調査員がすべて調査の業務に連続してかかる

など,室内業務の進行を考えると非常に厳しい時期であった。 しかし,こ うしたなかにあっ

て,各調査において着実に考古学研究上重要な成果を積み上げており,ま た,そ うした成果を

学内外に公開するなど,積極的な姿勢は高く評価されるべきである。今後はよりいっそう学内

外を関わず調査成果の公開など普及・啓蒙活動を続け,埋蔵文化財に対する更なる理解の深化

をはかる必要がある。 (小林)
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